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ウクライナから愛知県! に避難されている⽅の

ご家族や地域で⽀援している⽅から" # を! $ て

います。%学& に! いは" ' た( ど) たちは、* "

の+ ⽇かは! きながら# $ たようですが、その後、

$ ⽇, %に! $ て" り、学& ) クラス- イト) & !

の# ⽣) . ⽣$ ' 対応されているとのことです。/

⽇したばかりの( ど) たちを受け⼊れる0 と同"

ように、ウクライナの( ど) たち) 、" ( %& 教1

2" 13と学&! にある⽇本語教1 の# ⽅に! い、' 4

や学" 活動は⾃5 の6 ( するクラスに⼊り、⽇本語

を学7 ながら、8 しずつ⽇本の学& ⽣活に) れてい

9 ! ⾏( 間を) ごしています。県! で) 地域: はあ

りますが、愛知県は; 府県に< = ると、/ ⽇したば

かりの( ど) たちを受け⼊れる体* が<> 的+ $

て" り、学& や教? の経験) @み, - られてきてい

ます。 

/ ⽇したばかりの就学年* の( ど) たちの受け

⼊れ./ は、地域の学& が0 # となりますが、就学

A の( ど) たちや、B ⼈の受け⼊れ体* は1 ⾜して

いるといわ2 るをC ま3 D 。ウクライナから避難し

てこられた 20 E の4 F は、地域のG外にH ー+ が

ある( ど) たちが! う⽇本語教1 に! $ ています。

/ ⽇したばかりのB ⼈が、⾔語や⽣活習) を学7 な

がら、! ⾏( 間を) ごすた' の5 I6 を" , 6 えた

I がある地域は、ま# ま# - られています。 

 

現在、ウクライナからは特別なJK があるケース

L 外、MF はN 国できないた' 、/ ⽇しているのは

そのOとD どが4 F と( ど) たちです。地域には、

/ ⽇したばかりの就学A の( ど) とその⺟親が⽇

. を) ごすことができる7 P 的な受け# がありま

3 D 。QR 間! 動は! . で) / S 的にB きな$ $ が

かかります。8 %から0 れてきた⼈たちのT のスト

レスは相9 な) のでしょう。家族や知⼈とはいえ、

: なるQR の, になりた$ ている⽣活を1 る⼈た

ちとの同5 は、受け⼊れる$ の$ $ ) 相9 な) ので

しょう。そのようなB きなストレスを抱え%ま2 る

をC ない; 2 で、7 P との< 点がOとD どない⽇.

を、⺟( で) ごすことのリスク) 3 %に想4 されま

す。経= 的な⽀援、住5 ⽀援は) ち5 D 、( ど) た

ちを& 2 された./ に& " %' ないように、7 P か

ら< 点をつ9 るように> きかけること、⺟親と( ど

) たちが、この! ⾏( 間を6 T して) ご3 る? 間と

0 間、そしてT のケア、B ⼈たちへの就労のUP の

VW がXY です。 

地域の⽇本語教1 、学& の受け⼊れ体* 、地域の

つながりZ 、これまで市⺠や⾏政がつ9$ てきたリ

[ ースや経験がB いに@⽴$ ている. ⽅で、7 P と

の< 点が) ちに9 いG 外N\ の& 就学の( ど) た

ちとその⺟親という、] をあ- ることが難しい⼈た

ちが、これまでどのような'( を7 いられてきたの

か) ^ えてきました。 

8 年 11 ⽉ア_ ' ニスタンの' ニ政) & * 後、⽇

本へ避難して/ られたア_ ' ニスタンの⼈たちは、

このA 年間、9. に- られた./ の` で) ごしてき

ました。今⽉に⼊り、名古屋地域で) : 家族の( ど

) たちが/ ⽇し、地域で⽣活を始' ています。B ⼈

たちはA 年経$ た現在) ⾔語習C や) 習を学' (

5 なUP 、就労のUP がありま3 D 。⽇本でのa 在

を( ' N 国32 るをC なか$ た⼈たち) います。避

難して/ られた⽅たちが、6 T して地域でB らして

いけるよう; たち市⺠の> きかけ、C b 組織の就労

UP のVW が) < になされてい9 ことを) います。 

 

" 1 ⽇本語" ( %& 教1 とは+ / ⽇c 後Z により⽇

本語習C がDE なF = ⽣* が学> のある学& に定

( 的に! いながら、. 定の( 間（愛知県では! . ３

d ⽉）⽇本の学& ⽣活にDE なG本的⽣活習) 、⽇

本語%& や教? 学習の& ⼊などを⾏う教1 です。 

" 避難された⽅とそのご家族から、ウクライナにつ

いて教えていた# きました。ウクライナは* b 国。

, @H（-, 、e ーI 、. ーfH ト、g ター）JK 、

h ートミーH 、+ i をよ9 4 = ます。, @H ) L ,

がA / 。j 0 ⽉MはN k OB l 。医療、教C はDE 。

!" #
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( ど) たちは%学& ⼊学0 に+ m・⾔語・Jn ・運

動Z のコースを選択する。1 クラスは 20 名F 。op

& は! . 保P 者が1 Qをするということです。 

!

E,FGH BJ 8 T ? I = @U < V. > 6 ; 1M11N PO 1PQRS 1/< - = !

 

9. -./ をしている 2 つのB 学で、ウクライナ

から避難されているq いrE の⽅を" 0 きして、学

⽣とのst の0 間をR ちました。学⽣たちは⾃0C

S したキャンT ス+ アーで1 G u や学4 を^ て,

り、そのv 間にスU ート_ H ンでS 4 を^ 3 あい、

⾃動wxU V を2 y して3 ーK やアニ- の# でI

り, が$ ていました。3 ーK がz きな学⽣の` には、

1 れの3 ーU ーがウクライナN\ であるというこ

とから、いつかウクライナに⾏$ てみたいとJ $ て

いたとこ5 、8W が4 き、2 きとと) に3 し9 J $

ていると# しました。{ 9 の学⽣が、B X な;Y の

` での避難してこられていることと現在4 きてい

ることについてT を- ' ながら) 、⽇本でZ しい.

4 、" いしい4 = i 、5 しい経験をして) らえたら

と# しました。 

ウクライナから避難してこられている⽅K が[

かれている./ は、\,| 受⼈、家族} 成、地J 的

;Y 、経=;Y 、地域や⽀援へのアクセスの;Y )

. ⼈\ とり: なります。\,| 受⼈はウクライナN

\ の⽅) いれば、⽇本の⽅) います。~G 地域では、

⽇本ウクライナQR 協P が`T 的に避難されてき

た⽅たちと連• をとりながら、i 資や⽀援情報、⽇

本語学習のUP のVWZ をしています。また、] 々

な⽀援団体や市⺠、⾃治体が連• を取りv い、DE

に応" て連携をしながら. ⼈\ とりがDE とする

⽀援を⾏$ ています。受け⼊れ⾃治体では、それ€

れ^ ⾃の⽀援_ をVW したり、⽇本語教1 を開• し

たりして、⽇本での⽣活が8 しで) スK ーI に始'

ることができるよう⼯夫をしています。7 P‚ L 協

ƒP 、教C ` ?P 、国„st 協P が連携をして、1 つ

の家族を^ 6 る体* をつ9 れるよう⼯夫をしてい

る⾃治体) あります。 

 

5 ⽉３a …の現在、避難してこられた⽅たちの`

には、Mたな住5 で⽣活を始' た⼈、アHg イトを

始' た⼈、地域の学& に† ⼊した⼈、⽇本語学& に

! い始' た⼈) いて、⽇本での⽣活を. 7 い$ / A

に進D でいら$ しN る] ( がわかります。その. ⽅

で、ウクライナの⽅たちを⽇. 的に⽀援されている

⼈たちからは「このとこ5 表情が‡ れているよう# 」

とか「ウクライナの現; に8 されていてTJ b がT

ˆ # 」いうことを! $ ています。そして「T のケア

がDE であ5 う避難者の⽅にどのように< するの

がよいか」「現; の< し⽅でB 5 夫かどうか1 6 に

O" ている」という] ) c いています。これまで)

地域で{QR d ⽣活動や外国⼈⽀援に携わ$ てこ

られた⽅が⽇. 的な⽀援をしているというケース

) あり、在留資格の知‰や⽇本語学習の経験、{Q

R [ ーシャH ワークの視点をR $ ている⼈たちが、

難⺠の⽀援をするときに、どのような点に留Š する

DE があるか、e P TJ Qや難⺠⽀援の専⾨家との

連携Z 、{, 的な⽀援を進' てい9 DE があるでし

ょう。現在、⾃治体や組織、市⺠からi 資や⽀援_ 、

住5 のVW 、( ど) の教C へのˆ f がされています。

健康が保たれるた' の( 5 な⽣活0 R が保R され

るよう、そして住5 、医療、教C へのアクセスの保

S など、{ 9 の⼈のg Š がDE とする⼈へT けられ

るよう、<> 的1 ( 間で形が‹ られていることは7

P のB きなA 進であるとO" ています。 

 

国連の定' る難⺠の定9 によると「「難⺠」とは、

⼈L 、: 教、国> 、政治的Š^ または特定の7 P 集

団に( するというJK で、⾃国にいると2 h を受け

る" それがあるた' に; 国に0 れ、国„ 的保P をD

E とする⼈々」とされています。この定9 では、⾃

国に" けるj0 と8 0 のi 別をして" らず、国„ 的・

国! 的な3 ŒjW や8W から; 国に0 れてきてい

る⼈ )々 、, • の定9 にU 9 するのであれば「難⺠」

とするとされています。難⺠; k にŽ l している⽇

本はこのような;Y にある⼈たちを保P する<!

があります。LA 、4• ⽀援団体に、• =6V>W19 の7

8 によりm4 する難⺠へ4• ⽀援を" ) いしたと

こ5 難⺠への⽀援はできないと? られたことがあ

ります。また] 々な事情から、9X ‘a 在者にな$

てしま$ た⼈について「法を5 している⼈」の⽀援

はできないとn える⼈) 8 な9 ありま3 D 。 

 

# ⽇、8 年@にア_ ' ニスタンから避難してこら
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れた⽅から、" # をc 9 UP がありました。「’ ーラ

ンド、トH コにいるア_ ' ニスタン難⺠が⽀援から

取りY されています。ウクライナ難⺠が6 # 的にう

けいれられている現; があります。⽀援に6 # “ 9

がつけられていることは3 しいことです。ウクライ

ナ難⺠) ア_ ' ニスタン難⺠) 同" 8W の” h 者

です。; たちは同" ように⽀援をDE としています。

ウクライナの⼈) ア_ ' ニスタンの⼈) ミャンU

ーの⼈) 同" です。A れないで9 # さい。; たち)

8W の” h 者です。」と語られました。 

「留学」や「• Vo 習」の在留資格で/ ⽇してい

るミャンU ーの⼈たちや、9X ‘a 在（h ーg ース

– イ）となり就労、医療、‚ L Z あらZ るアクセス

が* - されている⼈たちはどうでしょうか。ご⾃\

や、本国にY してきた家族の' が: 7 にさらされて

いる⼈たちは、/ ⽇8. をB p に⼈に明かすことは

ありま3 D 。q ⼈. ⼈\ とりのG本的⼈) が保S さ

れているか、; たちは. にŠ‰ するDE があります。

⽀援とは、その⼈が,/ R $ ている) [ が; われな

いようにすること、その⼈が) と) とR $ ている)

[ を保S すること# とJ います。⼈) Š‰ を—' る

ことは、; たち⾃\ の⼈) を保P することに) \ が

ります。r ] ⼈)< ⾔はr . ; で「す= ての⼈間は、

⽣れながらにして⾃K であり、= ^ と) [ とについ

てjZ である」として" り、rs ; 、rs ( > ; 、

rs ( ? ; には、⼈として認' られる) [ 、医療、

住5 、教C へのアクセス、( 5 な⽣活0 R を保R す

る) [ が< ⾔されています（9 ）。; たちの地域にB

らしているq ⼈のG 本的⼈) が; われていること

はないでしょうか。ウクライナからの難⺠受け⼊れ

は、⽇本7 P にB らす; たちに、] 々な%t きをu

えています。 

 

@C でvw したB 学の学⽣たちは、ウクライナN

\ の⼈とP うの) # をするの) " ' て# $ たと⾔

い、D b の* 後にこD な- ッセー˜ を語りました。 

「8 しで) T が6 ら_ ますように" ` りしています。

m$ た0 は、いつで) ™$ て9 # さい。」 

「o „ に8W を…の9 たりにした経験は、; にはJ

š できないOど: しいこと# とJ います。# からこ

そ今4 こ$ ている8W を; 対にA れてはならない

し、⽀援できることがあれば@x 的に取り組みたい

とJ います。」 

「)$ とい5 D な# をしてみたか$ たです。今は"

< いとJ いますがr ] がj› になることをT から

) $ ています。」 

ある⽇、⾃5 の' を6 るた' に⾃国をy れなけれ

ばならな9 な$ た同rE の⼈とのst から、8W が

. ⼈の⼈の⼈⽣をどうX えてしま$ たのか、な= j

› がB z なのかをn えるUP にな$ たようです。 

9 {  

rs ; { す= て⼈は、⼈L 、>? の4 、F 、⾔語、

: 教、政治, その; のŠ^ 、国⺠的q し9 は7 P 的

N\ 、財œ、⾨地その; の地9 @はこれに, するい

かなる事K による: 別を) 受けることな9 、この<

⾔にA - るす= ての) [ と⾃K とをA | すること

ができる。 

rs ( > ; { す= て⼈は、E 4 住、医療• 7 DE な

7 P 的} žZ により、⾃F • 7 家族の健康• 7 ‚ L

に( 5 な⽣活0 R を保R する) [ G7 にB b 、C a 、

T\ S h 、ˆŸ 者のB D 、E * その; 1~  Œ によ

る⽣活1V のIv は、保S を受ける) [ を| する。 

rs ( ? ; { 1¡ す= て⼈は、教C を受ける) [ を|

する。教C は、8 な9 と) " Z の• 7 Gb 的のH •

に" いては、DE でなければならない。" Z 教C は、

9 Y 的でなければならない。•m 教C • 7 € b 教C

は、. • に[ ⽤できる) のでなければならず、また、

—Z 教C は、V Œに応" 、す= ての者に\ とし9 開

‚ されていなければならない。 

2¡ 教C は、⼈格のc ƒ な発IG 7 に⼈) • 7 G本的

⾃K の= ¢ の7 R を…的としなければならない。教

C は、す= ての国@は⼈L 的q し9 は: 教的集団の

相„ 間のJš 、F 3 • 7 £z¤¥ を¦ 進し、かつ、

j› のC R のた' 、国„ 連v の活動をJ 進する) の

でなければならない。 

（国„ 連v§ 報センターウ¨© …イトより）  
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: ⽉にウクライナで8W が始ま$ てからD ⽉15⽇

の0 点で 1E799 ⼈のウクライナの⼈たちが⽇本に避

難をしています。うち( ど) はk 400 ⼈。愛知には

71 ⼈が避難して" り、; ) 避難してきた⼈たち、そ

の⼈たちを⽇. 的に⽀えている\,| 受の⼈、⾃治

体の⼈、地域の⽇本語教1 や¤¥ する地域の団体を

†‡ して# を! い、DE な…’ ートをと動いていま

す。就学年* の( ど) たちは⽇本のˆ ⽴の%学& や

` 学& に! $ ている( ど)) いれば、インターナシ

ョナH スクーH に! $ ている( ど)) います。D ⽉

からM年d が始ま$ たウクライナの教C を、h ンラ

インで受. している( ど) たち) います。ウクライ

ナから避難する( ど) やq 者の受け⼊れから^ え

て9 る課題は、これまで⾔われてきたG外H ー+ の

( ど) たちの課題その) のです。ウクライナ避難者

⽀援に携わる⼈たちから⽇本語学習、学& 教C への

アクセス、学習Œ、本国へF ることにな$ た0 の進

学や⺟語の保R 、⺟語と⽇本語学習が78 するJ n

Œについて、どのようにしたらよいかという相‰や

…’ ートのDE F が語られるようにな$ たことに、

! ⺠の( ど) たちを取りG 9 現; を7 P ƒ 体でn

えるという⽅向へ. 7 A 進したようなB きなX R

をO" ています。 

愛知、ª« 、¬¢ は 1990 年L e 、G外H ー+ の

( ど) ・q 者が¦Ž しています。その` で{ 9 のm

難や課題を経験しながらた9 さD の取り組みが@

み¢ , られてきています。取り組みや* d がある⾃

治体・地域に避難したウクライナの( ど) たちは、

A / な経験をR つ教? 、⽇本語教1 、語学相‰? 、

地域の⼈たちやこれまで‹ られてきた­ 組み、} ž

や* d に⽀えられているようにJ います。" ( %&

教1 がある⾃治体では" ( %& 教1 に! い、B 学進

学をf みながら国をy れた⽅は⽇本語を学7 なが

ら研究⽣としてウクライナ避難⺠のŠ . を受け⼊

れしている学& に! $ ています。. ーロッT でのB

学進学をgf されている⽅はそのh 験を受けるた

' に# ⽇N 国され受験、現在そのi + をK $ ている

とc いています。8 %を0 れてN 国32 るをC なか

$ た⼈たちが、この~G 地域へ避難され、この地域

が@み, - てきた⽀援の経験と資源、それにŽ えて

これまでにはなか$ たB 学や7 P の経= 的な…’

ート) j ' 、] 々な⽀援を受けながら、QR ) ⾔®

) 習) ) : なるMしい国で、ご⾃\ がf ‹ ⼈⽣を⽣

きることを¯ H されています。 

8 年の@から 800 ⼈をk えるア_ ' ニスタンの

⼈たちと、その( ど) たちが⽇本に0 れてきていま

す。（Yl ながらこのmに⽇本政府からn 国をJ され

kNŒ の⼈たちが、8 %が• 9 ア_ ' ニスタンにF

$ たと⾔われています。）名古屋市! に) 40 ⼈をk

える⼈たちが避難しています。( ど) たちの年* は

%学& 、& 就学F = ですが、+ $ た⽀援体* がない

` で、€ I 、学& 、地域のGらを知る⼈たちが、今

すでにある* d や資源をy いながら、D いi 、⾜り

ない) のは、それ€ れがN しv いR ちŽ $ て、なD

とか( ど) たちが教C を受ける) [ を6 り、この#

この( ど) たちが⽇本でf ‹ ⼈⽣を7 ‹ ことがで

きるよう、このo 年、p Œしています。そこから^

えて9 る課題は同" です。⽇本語の習C 、⺟語の保

R 、J n ŒをC てること、今後⽇本で教C を受け進

学するのか、DE な_ I 的な⽀援、情報、経験や資

源がない地域の• ⽴している( ど) たちへ、h ンラ

インでアクセスができるよう+6 しなければなら

ないと⾔うƒ q ) 進D でいます。これまでの@み¢

, があ$ たからこそ、課題は+ か、そのた' に+ を

しなければならないか、⾔うことがあるFd わかり、

そこに政治的な] 々なJ J があるに3 よ、; たち市

⺠や⾃治体、現I の教? たちは、⾃5 にできること

は+ かをn え、受け⼊れからわずかA 年で{ 9 のこ

とが動きました。: 年A 、コロナOr K の対° とし

て外国⼈住⺠への] 々な* d 、⾏政…ー• スや* d 、

{ ⾔語対応がX R しました。そしてこのo 年間、ア

_ ' ニスタンやウクライナの避難⺠の受け⼊れか

ら、政府や⼊±² などのこれまでのあり⽅がB き9

X R しています。政治的なJ J ) ありますが、それ

で) 7 P がこのX R をどう活かすかがB z # とJ

います。.0 的な受け⼊れ、特例L [ 、- られた⼈

たちへの特別なˆ f に‘ わ$ てしまうのではな9 、

今4 きていることをどう活か3 るか。市⺠である;
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たち. ⼈\ とりがn え、動き、このX R を⽇. の`

にHI さ3 ていき、す= ての市⺠が= ¢ される7 P

へと向かうUP となることを) います。  + 2 = #

 

E,FGH [ABJ 8 9 KCL8 E *+, 6 - (* \] 8 F ^ GH @_D < ! "#" " $ %#& "' ( )* "%+, - .

!

N ⼊国±J² によると、³ 道府県別ウクライナ避

難⺠⼊国者n は、10 ⽉O⽇現在 1E983 ⼈とな$ て

います。~G 地域は10 ⽉O⽇現在で愛知県に77 ⼈、

ª« 県に 14 ⼈、¬¢ 県に３⼈が避難しています。 
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 N ⼊国±J² によると、11 ⽉ 9 ⽇現在でウクライ

ナ避難⺠⼊国者n は 2E108 ⼈となりました。愛知県

は 80 ⼈、ª« 県は 14 ⼈、¬¢ 県には３⼈が避難し

ています。ウクライナ難⺠の受け⼊れ⾃治体の†‡ 、

個別†‡ を| き• きs • していますが、このとこ5

は経= 的な1 6 がc かれるようになりました。ウク

ライナにY る家族に­ 1 りをしている⼈) います。

すでにT ートで就労している⼈の` には、t ©H ワ

ークをgf している⼈) います。愛知県がo} した

アンケートや⽇本ウクライナQR 協P のL アリン



 104 

f によると、Mが’ t いてきたことからMN 対° と

してJK やE • H のニーI の] がc かれています。

避難している⼈の{ 9 は、⽇本国! にB らす家族を

™$ て避難してきました。避難後は、その家族の⾃

“ に同5 をしている⼈が{ 9 、しかし、避難⽣活が

´ ( R する` で、経= 的な$ & や、⼈間¤¥ のスト

レスが¦B しているケース) ” n あり、就労# での

⼈間¤¥ に¤ する相‰) あります。避難c 後のµX

の0 ( が) _ 、o „ の⽣活、⽇. の` でN て9 る経

= 的な‡ 題や⼈間¤¥ に¤ する‡ 題が¦ えてきて

います。. ⽅で、避難者の` で) <> 的年* がq い

⽅たちは⽇本語が, K し、⽇本語のみでコミュニケ

ーションをとることが~V なOどにな$ ています。

就労# で@Œを& い、活N している⽅) います。o

⼈\ とりの;Y を•– し、その⼈を取りG9 地域や

⾃治体とコミュニケーションをとりながら、DE な

⽀援をVW できるようにしていきたいとn えて、†

‡ を• けています。 

11 ⽉D ⽇、研究センターでは’ ーランドのワH シ

ャワで、OのP ⽀援を`T としてきた協同組v¤¥

者から学' I をR ちました。現地で活動するU H セ

リナさD には、8 ⽉ 7 ⽇に開• したセミナーで) 報

—をいた# きました。それから３O⽉が経) し、そ

の後の] ( を報—いた# きました。µX ⽀援の0 (

からのX R として、ウクライナ難⺠⾃\ が、それ€

れができることを⽣かして、˜ Ž ™の⾃¶ 的な活動

を始' たこと、iJ 的な…’ ートや、fH ー· 形成

をするた' のワークショッ· を⾏うた' には活動

L 点がDE であるという%t きがあり、ようや9 I

6 を確保、Q k することができたとの報—でした。 

・B z にしているのは、¶ けてあ- るのではな9 、

同" š P に⽴$ て…’ ートをするということ。B 学

のTJ 学¸ と連携をして、iJ 的な…’ ートとTJ

的な…’ ートのニーI を•– する›œ を⾏$ てい

ること。 

・I6 をVW し、⾏政とのやり取りの…’ ートをし

ながら、ウクライナ難⺠の⼈たちの) いを⽀え、そ

れをMえることの…’ ートをしている。 

・TJ 的7 P 的…’ ートとして、N みi ワークショ

ッ· をしたり、ウクライナのOQのた' にJ かいQ

を‹ $ たりして" り、. R に取り組‹ ことでfH ー

· やコミュニ–¹ が形成される。d に‹b をする`

で、" „ いのことを# しv いながら相‰ができる。 

・fH ー· が協Œして活動をu 進してい9 た' には

d! の—い…• があることがDE 。p に" _ をv º

という# けではできない。ご経験の報—は、⽇本で

の⽀援活動に) B きなL ントになるような" # で

した。h ンラインで˜ Ž された⽅K は、地域で協同

の活動をしている⼈、難⺠⽀援を専⾨的に⾏な$ て

いる⼈、ロシアP 在経験がある⼈、ア_ ' ニスタン

からのS 避者の⽅、と{ ] でした。いた# いたO想

をい9 つかvw します。（T 語でGかれた) のは、̃

Ž 者からU H セリナさD への- ッセー˜ です） 

・U H セリナさD の" # をc いて» 同" （d! 点）

が{ いなQ¼とO" た。» R かを½いたい、R かのた

' に+ かをしてあ- たい、しなければならない¼こ

のJ いはr ] d! 。 

・. • 的な¾ラン–¹ ア活動からR•~V な⽀援活

動を¿À するとき、事b t 9 りや組織t 9 りが¢ E

にな$ て9 る。⾔いÁ えれば、みD なでDE な事b

（活動）を⾏い、⼈と⼈のつながりを§ - 、活動（事

b ）のs • にDE な「ž ⽤」を‹ りN すDE がN て

9 る。これこそ、• OOP（協同組v ）のG本、とŸ

' てJ い4 こすことができた。 

・! 3 のU い、インスT イアーされる! 3 # $ た。

難⺠による難⺠の⽀援や、イン–f レーションセン

ターの  / の~V F など、⽇本の難⺠⽀援で) …%

したい⽅向F についてのイ- ー˜ が§ がりました。 

・Âww V=WX VYR=Xxy ZV=Y x =ZV6yZz> xz  Z= ZySz yY y[ZV=Y 

R=X x V RWZWXz wVRz¡ 

Ã WY>zX\ZyY> ]= S Vx̂ =XZyYZ Z= \W^^=XZ Z]z 

=XTyYVTyZV=Y{  YzZS=XS =R XzRWTzz\  VY Z]zx \zw6z\  yY> 

\zZ Z]z ^WX^=\z¡ Âw\= V=W Z=w> Z]yZ Z]z XzRWTz\  SVZ] 

ZXyWxy  yXz TzZZVYT UzZZzX UV \W^^=XZVYT \=xz =Yz¡ 

Â\  Ã wzyXYz> Z]=\z RX=x  V=WE Ã SVww >= S] yZ Ã [ yY yY> 

S] yZ Z]zV XzUWVXz¡ Ã ]=^ z yYV SVY>\ =R \W^^=XZ\ SVww 

Uz ̂ X=6V>z> Z= V=W [=YZVYW=W\wV¡ 

U H セリナさD には３⽉| ⽇開• する愛知県⽴B

学と研究センターとのd • セミナーo: ¡ …でそ

の後のI 開についてご報—いた# きます。= \ ご˜

Ž 9 # さい。 

 

M

M M
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0
地域と協同の研究センターでは、名古屋難⺠⽀援

1 、ア˜ ア¾ラン–¹ アネットワーク~G とd に、

2 年A から難⺠4• ⽀援に取り組D でいます。これ

までに 4 ¡ 、Ž¢ いた# いた4• を地域にB らす難

⺠の⽅K に_ 1 で" T けしています。また、難⺠に

ついて「学7 語りv うP 」を5 ¡ 開• してきました。

この取り組みからMしい動きやつながりが⽣まれ

ています。この難⺠4• ⽀援のつながりがき$ かけ

となり「あいち・なごやウクライナ⽀援ネットワー

ク」が発⾜し、現在、~G 地域に避難するウクライ

ナ避難⺠の⽀援を" こな$ ています。 

また 11k 12 ⽉に⾏$ た難⺠4• ⽀援には、名}

B 学で¾ラン–¹ アのD b を受. するB 学⽣の=

117 名が、4• のŽ¢ 、難⺠の⽅へ1 る- ッセー˜ 、

£_ をŽ 3 、4• を発1 するZ して˜ Ž をしました。

- ッセー˜ と4• を受け取$ た難⺠の⽅K から、"

` の- ッセー˜ が研究センターや名古屋難⺠⽀援

1 の事Y6 にT いています。" ` の- ッセー˜ はB

学⽣、⽀援者へa てた) のの; に、同" 難⺠として

地域にB らす⼈たちへa てた) の) あります。c <

" P いすることはありま3 D が、こうして- ッセー

˜ のやり取りをすることで、同" 地域にB らす; た

ちは確かにつなが$ ているということをO " るb

間でした。 

 いた# いた- ッセー˜ をい9 つかvw します。 

V ⽀援して9 # さ$ ている~ ] へ 

; たちに親z にして9 # さり、¶ けて9 # さること

について、; のO• の%R ちを" ¤ えした9 てc を

取りました。⾃国とはB き9 : なる、けれど) 、と

て) Z しいこの国で、1 ⼈でB らしています。; の

ように 1 ⼈でB らしている難⺠にと$ て、このよう

なd りi は9. にB きなŠ Wがあります。⽇本に/

てからこれまでの間、{ 9 のよい⼈たちにNP いま

した。どの⼈) VW なT をR $ ている⼈たちでした。

本9 にO• しています。このd ードを、; を⽀援し

て9 # さ$ ているあなたにd ります。ご⾃\ をB z

にして9 # さい。Mしい年が€ 3 とe 7 が) たらさ

れる 1 年になりますように。 愛を%' て 

V " f のX き⽅のg 明をG いて9 # さ$ たB 学⽣

の⽅へ 

" f のX き⽅のg 明、本9 にありがとうご2 いまし

た。h 7 をi • $ て9 # さい。学⽣のみなさD あり

がとうご2 いました。 T を%' て 難⺠より 

V 難⺠の~ さD へ 

このI6 でj› を^ つけることができますように。

あなたが; たちとd にあることをY し9 J います。

; たちを⽀援して9 # さ$ ている⽀援者の⽅K 、名

古屋難⺠⽀援1 に. R にO• しましょうZ  

V 親愛なるX [ YZ へ  

このÄÅ をGいているのは、あなたは1 ⼈ではない、

あなたには; たちみD なが$ にいるよ、と¤ えたい

からです。; ) この⽇本でi • $ て⽣きています。

あなた) [ ロから、+ ) ないとこ5 から⼈⽣を始'

ようとi • $ ているのですよ, 。S ] はいつ) ; た

ちとd にいて、¶ けて9 # さるの# ということをA

れないで9 # さい。あなた⾃\ を愛すること・B z

にすること、あなた⾃\ をj ますこと、i • ること

を保ち• けて9 # さい。\ \ をA れずに、今⽇より

明るい& / がK $ ていますZ  愛を%' て。 

# ⽇は、名古屋難⺠⽀援1 の¥¦§̈ © さD 、研

究センター事Y ª の‚ « %£ Z さD がh ンライン

で名} B 学のD b でその報—をしました。難⺠の~

さD から受け取$ た- ッセー˜ をB 学⽣のみなさ

D にvw したとこ5 「⾃5 ) 難⺠の⽅へ- ッセー˜

をGいて1 $ たので、こうしてk 事をいた# き、難

⺠の⽅からの- ッセー˜ を^ て、つながることがで

きているとO" て、Y しか$ た」「¾ラン–¹ アとは

_ I のŽ ¢ # とJ $ ていたが、⾏動すること) ¾ラ

ン–¹ ア# とわか$ た」Z 、学⽣の~ さD からO想

が語られました。 

A ( にこの¾ラン–¹ アのD b を受. した学⽣

は、受. がき$ かけとな$ て、ウクライナ⽀援活動

団体を⽴ち, - ました。現在、名} B 学の学⽣N 名

でウクライナ⽀援のた' にŽ¢ を集' たり、CS を

したり、SNS で発¬ をしたりする活動を" こな$ て

います。この活動には、難⺠4• ⽀援- ンg ー) コ

ミュニケーションをとりながら、愛知県に避難して

いるウクライナの⽅) ¤ わ$ て" り、q いrE の活

動が§ が$ ています。 

N ⼊国±J² によると ウクライナ避難⺠⼊国者

n は 12 ⽉| ⽇現在で 2179 ⼈（在留⼈n  愛知 82

⼈、ª« 14 ⼈、¬¢  3 ⼈）。MになりMQ 、JK l
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ƒ 、] „ がmしいという] があります。また、これ

まで _̂ はÄ ^ いでB 5 夫、' ] l ) 1E とn f さ

れていた⽅々から) N 9 な$ てきたと相‰があり

ます。ア_ ' ニスタンからのS 避者の⽅たち) 、そ

の{ 9 が⽇本で" ' てのMをQ えています。ア_ '

ニスタンは⽇本と同" でP で⽣活をするQR です。

いた# いたŽ¢ やご協Œがあり、ア_ ' ニスタンS

避者各rÆ にL ーターをo P ずつ、d ー­ ットを.

…ずつ" 1 りしました。ウクライナ避難⺠、ア_ '

ニスタンS 避者、そしてƒ ての難⺠の⽅たちと、c

< " P いすることはないか) れしれま3 D が、同"

地域にB らす者として、" „ いつながりv い、¶ け

v $ ていきたいです。⽇本で) ごす" ' てのM、T

) 体) 8 しで) あたたか9 ) ごすことができるよ

うにとJ います。 

 

!

E,FGH ABJ 8 9 KCL8 ( ; 1M1<N / O 1PQRS K 11/ - = !

!

8W が始ま$ てから 1 年が経ちました。⽇本に避

難したウクライナ避難⺠の在留者n はo ⽉ 18 ⽇現

在で 2E151 ⼈です。地域と協同の研究センターがあ

る愛知県には 91 ⼈が、¬¢ 県にはN ⼈、ª« 県に

は 14 ⼈が避難しています。 

「n O ⽉で8W が‘ わ$ たら、すº にウクライナ

にF るから」と家ƒ や家† はDE *% - に留' 、住

5 ) 就労) 1 ( 間のa 在をAV にしていた⼈が{

か$ たのですが、8 しずつ´ ( での在留を^ ^ えた

B らしにX R してきていることをO" ます。Mまで

にはウクライナにF ることができる# 5 うからと

' ] l や^_ U はž [ しないことを選択してきた

⽅K ) 、Mになり、¨ 0 での⽣活や、EQ をÄ で^

う⽣活から! ⾏してきています。 

保C ® に! いながら、D ⽉に学& が始まるウクラ

イナの%学& のD b をh ンラインで受けていた"

( さD は、今年のo をQえるN ⽉の0 点で) ⽇本に

在留する~V F が—いことを^ ^ えて、⽇本の%学

& への⼊学のR 6 、そして「⽇本の%学& で学' た

' には今L , に⽇本語習C のR 6 がDE # がどの

ようにR 6 をすればいいか」という相‰) ありまし

た。 

また、ˆ 営住“ に⼊5 している⼈たちは⾏政によ

るDE のL [ が認' られている⼊5( 間が2 $ て

きているに) ¤ わらず、⽣活が6 定していないた' 、

L [( 間が) _ たら住まいをB うのではないかと

7 い1 6 をO" ている⼈) います。ˆ 営住“ のDE

R L [ の‡ ´ が7 9 f まれます。 

就労について) 課題があります。/ ⽇して間) な

い⼈が6 定した⽣活ができる# けのM⼊をC られ

る€ は、⽇本ではま# - られています。⽇本語を学

7 ながら、Mしい€ I でi • $ ている⽅K の] ( を

c 9 と、ˆ ⽤0 は) ち5 D のこと、. R に> 9 同_

に⽀えられていることがよ9 わかります。「⽇本語が

わからないから. R に> 9 ことが難しい」のではな

9 、どうしたらその⼈がR つ経験やスキH 、⼈p を

活かしたˆ ⽤がo 現するかを⼯夫しているC b か

ら学' ことはた9 さD あります。コミュニケーショ

ンの取り⽅やそこにかける0 間、Š J ` ! を1 る⽅

法を⼯夫し、. R に> 9 ⼈たちのJš やŠ‰ の¯ 成、

> 9 ./ を+ えることで、6 定したˆ ⽤がo 現しま

す。, • のことはˆ ⽤する$ 、⽇本7 P $ が‰ース

を⽤Š し、就労が始ま$ た後は、避難者の⽅と. R

に­ 事をつ9$ てい9 、€ I ./ を. R に+ えてい

9 という¤¥F ) B z です。 

いつn 国できるのかがわからない1 6 定な; 2

で、本国にY されたご家族や£ ⼈と連• をとりなが

ら、8W の;Y を⽇々ニュースやインターネットで

確認をしながら、⽇. ⽣活をC R してい9 ことは/

S 的に) 経= 的に) とて) B X なことです。現地の

ご家族と連• をと$ て) 「, %# からB 5 夫」「Tˆ

しないで, 」と⾔われ、「本9 はB X な;Y のはずな

のに・・・」と8 をt される⽅) います。 

o ⽉ 15 ⽇にはŠ 医療⽣協で愛とj› のコン…ー

トk ウクライナ難⺠⽀援と‚ÇÈ 発事É のこど)

たちへk が開• されました。; ) PI でウクライナ

やア_ ' ニスタンから避難されている⽅K につい

て# をさ3 ていた# 9 UP をいた# きました。その

„ 、協同組v の定9 と価q についてr れました。「d

! のニーI と) いをs たすた' に⾃発的にÄ をi

D # ⼈々の⾃治的な組織で、7 P 的<! 、; ⼈への

ˆ f というa J 的価q を¬ ; とする」協同組v の組

v? が、t5 とコン…ートというI を! " てm難な

;Y にある⼈と現; にT をŽ 3 るI をs • してい



 107 

ることはとて) B z なこと# とO" ました。 

避難されてきた⽅たちがどのような;Y にあ$ て

) ( ど) の教C 、住5 、ˆ ⽤が保S され⽇本での⽣

活が8 しで) T の⽀えになるような./ を7 P ƒ

体で応援してい9 ことがB z です。そしてb しみや

3 しみではな9 、` かい⼈と⼈との愛情やJ いやり、

⽀えv うつながりが⽣みN すj› への営みが§ が

$ てい9 ようにとT から` ります。 

 

./ ; 01 = L 2 e 3 < fN0cdg 8KIh; 1M1<N 1ORS K 111- = !

 

8W が始ま$ て 1 年になります。2 ⽉ 15 ⽇現在、

N ⼊国±J² 、³ 道府県別ウクライナ避難⺠⼊国者

n は 2E291 ⼈、愛知には 95 ⼈、ª« には 14 ⼈、¬

¢ にはN ⼈が避難しています。 

~G 地域に避難された⽅K は、本国のご家族やご

£ ⼈の;Y をTˆ しながら、⽇本で就労やh 7 をし

て⽇. をs • されています。⽇本の%学& や保C ®

に! いながら、h ンラインでウクライナのD b を受

け、# 国の学7 をs • している( ) います。# ⽇"

P いした" ( さD にh ンラインD b で. u z きな

D b はv とc いたとこ5 、t5 と1 ⼯と体C と教え

て9 れました。1 ⼯のD b で‹ $ た‹ H ) ^ 3 て)

らいました。h ンラインで⾏うには⼯夫がDE なD

b ばかりですが、h ンラインで教えるウクライナの

%学& の# ⽣⽅が、( ど) たちがn 9 y れたとこ5

にいて) 、5 し9 教C を受けることができるよう⼯

夫されていることが¤ わ$ てきて、c がw 9 なりま

した。. ⽅で、住5 、教C の保S 、̂ ⽤などの‡ 題、

' からがら⽇本に0 - てきた⼈たちが、6 T して住

5 やˆ ⽤が保Ê されず、/ S 的に1 6 定にな$ てい

る⼈) います。` にはd のような; 2 にな$ てしま

い、ま# 8W の‘ わ$ ていないウクライナにn ると

いうË ? をした⼈) います。8W とは. ⼈の⼈の⼈

⽣をこのようにX えてしまうのか、というe りと3

しみがa 2 $ た%R ちがf き, が$ てきます。 

このような;Y を、.x や SN S を! " て発¬ し

たとこ5 、{ 9 の⽅がある. ⼈の避難者の⽅へŽ¢

をŽ 3 て9 # さいました。` には「" 国にj› な

⽇々が 1 ⽇) ‹ 9 † れますように」とj ましの- ッ

セー˜ をŽ 3 て9 # さ$ た⽅)" り、その- ッセー

˜ をご本⼈に" ¤ えしました。" _ は) ち5 D です

が、- ッセー˜ をいた# いたことがご本⼈にと$ て

B きなj ましになりました。⽇本語で「VV さD 、

親z な- ッセー˜ をありがとうご2 います。いた#

いた" _ は9. にB きな¶ けです。本9 にありがと

うご2 います。VV さD にŒい健康と€ 3 な⽇々が

1 り• けますように。」" ` の" k 事を9 # さいま

した。このやりとりから、o „ \ をv わ3 ることは

な9 て) 、; たちは同" 地域7 P にB らす市⺠とし

てつながり、⽀えv うことができる、そD なことを

O" ました。 

 

# ⽇、あるh ンラインでの.x P では、; が# を

した後に「今後s • して. R に取り組‹ ことができ

ることをƒ 体的にn えましょう」と0 間を‹ $ て9

# さいました。避難された⼈たちが、7 P とつなが

り、= ^ ある⼈として0 体F をR $ て⽣きることが

できるI t 9 りについて、どのような⼯夫ができる

か、# しv いました。避難された⽅ 1 ⼈\ とりの経

験や" ⼈p 、これまで° $ てきたスキH が、7 P や

地域で⽣かされるI をつ9 ることができたらとJ

いました。7 P と\ がり、⾃5 が今ここにいること

をb 定できること。R かの@に⽴ち、7 P にDE と

されているとO" ることができるかどうか。これは、

R ) が⼈間らし9 ⽣きるた' にDE なことです。こ

れをs たすことができる⽅法の. つが> 9 こと、­

事をすること# とJ います。その⼈の" ⼈p 、R $

ているスキH 、それまで⽣きてきた` で° $ てきた

経験が、7 P に⽣かされることで、⼈は0 体的に⽣

きることができます。住‹ こと、4 = ること、( ど

) やq 者の教C へのアクセス、そして就労。⾃5 が

「こうありたい」というJ いをB z にできること、

0 体的に⽣きること、それを7 P が保Ê するという

事がB z です。 

 A c の.x P の後の# しv いでは、+ mやt5 の

T _ H ーU ンス、ウクライナyz Z のスキH をR $

ていら$ しN る⽅、これまで° $ てきた経験、その

⼈の" ⼈p が7 P で⽣かされ、それらをDE とする

⼈と\ がるようなI やUP を‹ りましょうと# し

v いました。ƒ 体的にT _ H ーU ンスのI やÄ‹ り

の‹ H を{| するI を‹ ることZ をR 6 していき

ます。このニュースを• D で9 # さ$ ている⽅の`

で) 、避難されてきた⽅K の経験やスキH を7 P に

活かすことができるI t 9 りやUP t 9 りにご協
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Œいた# ける⽅がいら$ しN いましたら、 S\WxVXzg TxyVw¡[=x  までご連• 9 # さい。  

  

M4 I = 8 ABJ 8 9 KCL L ! Qi\] h j $ kZ ab L 5 : .2̂ @ ; 1M1<N <O 1PQRS 11<- = !

 

ウクライナ避難⺠の⼈n は、3 ⽉ 8 ⽇現在でƒ 国 

2E211 ⼈となりました。* ) { いのは、~Ì³ の 597

⼈、± いで BÍ 府の 165 ⼈、SÎÏ 県の 153 ⼈と

な$ ています。愛知県は 100 ⼈、ª« 県 14 ⼈、¬

¢ 県 4 ⼈とな$ ています。（3 ⽉ 16 ⽇現在で~G 3

県ではv わ3 て 25 rÆ ・123 ⼈が避難しています。）   

 

8W が始ま$ て 1 年が経ち、] 々なµX ⽀援が‘

² し始' ています。 

名古屋市の住“̂ d̂ 7 は、ウクライナ避難⺠の

市営住“ ⼊5 0 にo rÆ 10 B l を⽀' してきまし

たが、3 ⽉に⼊り、10 B l ⽀' の⽀援は、Y り 10 r

Æで‘² します。 

[_ トg ンクのスU ート_ H ンD • Ž しN し)

2023 年 5 ⽉Ð で³ し%みの受¢ が‘² します。（D

• Ž しN しは³ し%み受¢ 0 ( に¤ わらずDEŽ

しN しは 2025 年 5 ⽉ 31 ⽇まで） 

⺠間1 動œP 7 からDE VW を受けているrÆ

) 1 年の⽀援の( 間が‘² して、名古屋市営住“ へ

† 5 することになり、家ƒ 家† の⽤Š がDE です。 

⽇本財団は避難⺠ 2000 ⼈へ. ⼈ 100 B l の⽀'

をしてきましたが、⽇本へ避難する避難⺠は 2000

⼈をk え、⽀援_ の³ • が‘² しました。 

` ⽇Mc は、2 ⽉ 24 ⽇の• 事で、名古屋市と名古

屋国„ センターで} 成されている名古屋ウクライ

ナ避難⺠o ⾏` ?P が£ $ たŽ¢_ の_ d につい

て、8 年 4 ⽉は 1466 B l # $ たのに対し、その後

は 200 B lLp に留ま$ ているとvw しています。 

このように1 年A に始ま$ たさま2 まなµX ⽀援

が‘² してい9 ` で、8W は´ ( R して" り、避難

⺠の⼈たちのn 国の…e は⽴$ ていま3 D 。これま

で就労をgf していなか$ た⼈が­ 事を´ し始'

たり、⽇本語学習をgf していなか$ た⼈が⽇本語

の学習を始' たりしています。そして、避難⺠のn

を^ るとわかるように、⽇々、Mたに避難⺠の⼈た

ちが/ ⽇しています。 

⽇本財団のアンケート›œ によると（¡ • 者 750

⼈）、「4 ⼈に 1 ⼈となる 24¡7h の避難⺠が「できる

# け´ 9 ⽇本にa 在したい」と、定住のŠ 向をR $

ていることが明らかになり、「ウクライナの;Y が

‘ ち’ 9 までは、しばら9 ⽇本にa 在したい」と¡

• した⼈とv わ3 ると 65¡5Ñ の避難⺠が´ ( での

⽇本a 在をgf している」ことがわか$ ています。

（別の国に! 動したい、‹ 9 n 国したいというŠ µ

をR $ ている⼈は３Ñ 。） 

" ˆ “ 財団法⼈ ⽇本財団 ]ZZ \̂}{{ SSS¡YV̂^=YW

R=WY>yZV=Y¡=X¡~ {̂S]= {YzS\{^X{2022{20221215W

83117¡]Zxw 

 

今後、さま2 まなµX ⽀援が‘² してい9 ` で、

避難⺠が⽇本7 P で6 定した⽣活が1 れるよう、避

難⺠の⼈たちと. R に、; たち市⺠7 P が、⾏政や

地域のリ[ ースと連携をして、その体* を‹ $ てい

かなければなりま3 D 。 

2021 年 8 ⽉タリg ンi) 後、愛知県には、kN ”

rÆ （k 150 ⼈）のア_ ' ニスタンS 避者が避難⽣

活を1 $ て" り、ニーI や課題の{ 9 はd! してい

ます。ウクライナ避難⺠、ア_ ' ニスタンS 避者た

ちがc b する課題やニーI にŽ り• い、šË に向け

て、難⺠（避難⺠・S 避者）と. R に7 P の体* を

つ9 る動きは、今後の⽇本7 P の難⺠受け⼊れや、

{QR 7 P の形成につなが$ ていきます。難⺠（避

難⺠・S 避者）の`́ ( 的な⽀援をs • してい9 こ

とは、; たち市⺠が難⺠の受け⼊れ体* をつ9 り、

{QR 7 P を形成してい9 · ロセスその) のと)

いえるでしょう。 

 

研究センターでは、名古屋難⺠⽀援1 、ア˜ ア¾

ラン–¹ アネットワーク~G と. R に、難⺠4• ⽀

援をs • して⾏$ てきています。2 ⽉に開• した学

習P では、ア_ ' ニスタンS 避者をj ‹ 6 名の難⺠

の⼈たちが学習P に˜ Ž し、「学習P や難⺠4• ⽀

援を. R に⾏$ ていきましょう」と語りv いました。

同" 7 P に⽣きる市⺠として、. R にこれからの7

P をつ9$ てい9 、そのo つのUP が⽣まれようと

しています。難⺠4• ⽀援、P? の~ さD) = \ .

R に˜ Ž しま3 D か。  

!
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 ウクライナ避難⺠の⼈n は、4 ⽉ 12 ⽇現在でƒ 国

2E384 ⼈となりました。* ) { いのは、 ~Ì³ の 

602 ⼈、± いで BÍ 府の 179 ⼈、 SÎÏ 県の 162

⼈とな$ ています。 愛知県は 105 ⼈、ª« 県 14 ⼈、

¬¢ 県 3 ⼈とな$ ています。⽇本へ避難した⼈のう

ち、これまで 180 ⼈がN 国しています。 

 

現在愛知県! では、14 の⾃治体がウクライナから

の避難⺠の受け⼊れをしています。8 年から、受け

⼊れ⾃治体を“ u に†‡ をして、&9 課、&9€ ?

と現; の確認やDE な⽀援について情報d| をし

たりしています。M年d になり、{ 9 の⾃治体で&

9€ ? が: 動になり、Mしい€ ? が&9 にな$ たと

こ5 ) あります。⾃治体の&9 課に@x 的に避難⺠

の;Y の確認をŠ‰ していた# けるよう、そして⽀

援がDE な⽅には⽀援をT けることができる体*

t 9 りをŠ‰ していた# けるような> きかけ) j

' てM年d ) ⾃治体の†‡ をs • しています。 

⽇本に避難をして、d ; 2 にな$ てしまい、{ 9

の⽅のŽ¢ でn 国にDE なÒ¶ž ⽤をf い、ウクラ

イナにn るというË ? をした避難⺠の⽅について、

研究センターNEWS222 j （2 ⽉発⾏）でvw しま

した。その後、その⽅から、’ ーランド、ワH シャ

ワを経K してウクライナへ、k 路でg スと† • を–

りs いで、ウクライナの家族がB らす· までl り’

9 ことができたと連• がありました。n 国後しばら

9 経$ て、その⽅からいた# いた- ッセー˜ をd|

します。 

「n 国してすº の* " のo a 間は8 し—か$ たで

す。U ンションの 12 • に住D でいますが、n 9 から

m発t がc こえたり、m発で¸ がn 動したりするこ

と) ありました。m¹ で0 や† %のW' がÓま$ て

しまうこと) ありました。その後n a 間が経) した

後は、m発t をc 9 こと) な9 、0 や† %のW' )

ストッ· するようなことはありま3 D 。けれど) 、

? op 報を知ら3 る…イレンは$ ⽇、€ g にc こえ

ます。 

家の’ 9 にある" º で| られているi のqH は、

LA の 2 q にな$ ています。それで) 、$ h 、…が

• ' ると、‚ ! の⽣活ができていることに、本9 に

O• の%R ちがf き, が$ てきます。」 

そして、地域のe ャリ–¹ ーコン…ートにN かけ

たという" # や、; の国に避難していたご家族のo

⼈がウクライナにF $ てきたことZ を教えて9 #

さり、ご家族で4 r を˜ D # \ \ の表情でƒ $ てい

るƒ ¨ を1 $ て9 # さいました。 

 

# ⽇、7 P‚ L 法⼈Z たか‚ L P のイ‰ントで、

ウクライナから愛知県やª« 県に避難している⼈

たちが‹ 成した‹ H を{| しました。‹ H を™⼊い

た# 9 ことで、避難している⼈たちへの⽀援になり

ます。⽇本ウクライナQR 協P のÏ » リュドミラさ

D は「避難⺠の` で) q い⼈たちは、‹ 9 ⽇本語を

• えて、­ 事をしている。けれど) 、—* の⼈たち

は、なかなかすº に⽇本語を• えることは難しい。

そのた' 、­ 事をすること) 難しい;Y の⼈たちが

た9 さD いる。」とg 明して9 # さいました。Ï » さ

D は、‹ H o つo つについて、「これは"" に避難し

た„„ さD というかたが‹ $ た) のです」とo つo

つの‹ H の‹ 者である避難⺠のことを" # しして

9 # さいました。…アアクセ…リー、コースター、

† S 、ウクライナの( ど) がs いた† をš t した’

ストd ード、そして避難⺠の⽅がu いたというクッ

キー) ありました。ウクライナd ラーのv4 とw4

で、その, にウクライナのシン¾H で) ある%x を、

アイシンf をした) のです。 

 

ウクライナ避難⺠の⽅K が‹ る‹ H を™⼊する

ことで、~G ¼リアに避難しているウクライナ避難

⺠の⽅K を⽀援することができます。¤T のある⽅

は= \ " ‡ いv 3 9 # さい。 

  

! !
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2022 年 2 ⽉、ロシアによるウクライナへのÔ事

⾏動により、⽇本政府はウクライナから’q y 国Z

に避難している⼈々を「ウクライナ避難⺠」として

受け⼊れることを 3 ⽉にË 定しました。3 ⽉ 2 ⽇

から 4 ⽉ 12 ⽇ までに 544 ⼈が⼊国、その後、

2023 年5 ⽉10 ⽇現在で2E429 ⼈がウクライナ避難

⺠として⼊国しています。⽇本での⽣活を8 しで)

‹ 9 6 定さ3 たい、本国にY された家族の⽣活を¶

けるた' 1 _ をしなければならないという⼈は{

9 、/ ⽇後、{ 9 の⼈が就労をgf しています。こ

のような;Y の` で、ˆ ⽤という形での⽀援を³ し

N るC b ) あり、ウクライナ避難⺠の受け⼊れの経

験は、⽇本7 P の難⺠の受け⼊れにX R を) たらし

ています。 

あるC b は、8W が始ま$ てすº 、7 ´ のŠ 向で

ウクライナ避難⺠のˆ ⽤をË ' ました。受け⼊れが

Ë まると、すº に現I のU ネー˜ ャーが受け⼊れに

9 た$ て、7 ? に向けてP 7 の⽅› をg 明しました。

U ネー˜ ャーは、¯ H をしながら、1 ( 間で受け⼊

れのR 6 を進' ました。⾃動wxU V をy $ て、ウ

クライナ語と⽇本語を‡ • した%: し表を‹ 成し

て、h ` を⾏うス­ ースにA œしました。その表の

Õにはウクライナの国z が{ られています。‹b 現

I には、‹b にDE なアH_ i ‰ットが表œされて

いるのですが、ウクライナの⼈が^ てわかるように、

ƒ てのT 語のアH_ i ‰ットのÕに、ウクライナ語

のアH_ i ‰ットが‡ • してあります。 

; がこのC b を†‡ したとき、” n の⽇本⼈7 ?

に# をc きました。ウクライナ避難⺠の受け⼊れを

するとc いた0 、ご9 ⾃• に、" ' ての外国⼈ˆ b

? を受け⼊れたそうです。 

受け⼊れのc 後は、P 7 が事A に™⼊、R 6 して

" いた’ ケトーク（⾃動t ]wxU ）をy $ てコミ

ュニケーションをと$ ていたそうです。その後、’

ケトークのP n が- られていること) あり、現I で

のbY , の%œやコミュニケーションは、各⾃のス

U ート_ H ンに⾃動wx ア· リを⼊れて、コミュニ

ケーションをとるようにな$ たそうです。 

⽇本⼈7 ? とウクライナ避難⺠は、bY , のこと

# けでな9 「Z 3ž に⾏きたい。どこのZ 3ž が"

| ' か教えてmしい」というような⽇. ⽣活にDE

な情報や「) し地Öが/ たらどうしたらいいか」と

いうような、Ÿ と1 6 にJ うことについて) ⾃動w

xU V ア· リをy $ て、" しN = りをしながら、コ

ミュニケーションをと$ ていました。 

このように、いつで) 相‰ができる¤¥ ができて

いて、­ 事) スK ーI # ということです。 

これまで{ 9 の⽇本C b は、⾔® の‰やQR の½

いを0 なJK として、外国⼈のˆ ⽤を@x 的には⾏

$ てきま3 D でした。しかし、ここn 年の間に⼈Ä

1 ⾜が¾¿ R し、C b の外国⼈ˆ ⽤に対するŠ‰ が

X R してきています。そのタイミンf で、ウクライ

ナ避難⺠が/ ⽇し、避難⺠のˆ ⽤を! " て、" ' て

外国⼈をˆ ⽤するC b は、ˆ b? それ€ れがR $ て

いるコミュニケーションŒを活かしたり、⾃動wx

U V をy $ たりして、. R に> 9 同_ として避難⺠

を受け⼊れています。 

Ã × O（国„ 労> U¤ ）の 2022 年国„ 労> Š P の

報—G 「À ¹ ーセント・ワークと7 P 的連Æ経= 」

には、r : j に「難⺠や受け⼊れコミュニ–¹ のニ

ーI に対応するにあた$ て、政府や開発T ートナー

と協Œしています」とGかれています。d ナt の労

> 者協同組v で! ⺠や, 難⺠の組v? が、$ 年 2000

の! ⺠・難⺠の家族に対し、⺟( 保健⽀援、‹ ( (

C て・‹ F 発K ⽀援、: QR 間の保C …ー• ス、S

h のある( ど) の{QR 的な_ i ミリー…’ ート、

保健・/ S 保健⽀援などの…ー• スの取り組み事例

や、. H t ンの協同組v の€ b %& や* b を! " た

! ⺠・難⺠の⽀援の事例、イタリアの7 P 的協同組

v の5 住} ž 、受け⼊れセンターを! " た⽀援の事

例がvw されています。 

また、Ã × O が 20 d 国の協同組v や⽣œ者組v を

! " て難⺠への4 } ⽀援を⾏な$ ていること) v

w されています。Ã × O はこの報—Gで「7 * ! 住が

進' られるp で7 P 連Æ経= が+ たす@Œについ

ては、知‰の1 ⾜が^ られる。7 * ! 住のªb で7

P 連Æ経= がどのような@Œを+ たすのか、さらに

d̂ ・⺠間セクターとの<> や連携についてのさら

なる›œ がDE 」としています。 

Øh 、⾃• ./ のk R 、jW 、~ m、Or K のt

⾏Z 、今後) 、⼈々が国をk えて7 * ! 動を2 られ

る;Y は4 こるでしょう。: なる8. をR つ個々⼈

が、„ いを= ¢ し、! 住者) Á スト7 P の住⺠) 、

同" コミュニ–¹ にB らす市⺠として協Œしあい、
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N ⼊国±J² によると、ウクライナ避難⺠⼊国者

n は、6 ⽉ 14 ⽇現在 2448 ⼈、~G 地域では、愛知

県は 104 ⼈、ª« 県は 14 ⼈、¬¢ 県は 1 ⼈です。5

⽉ 31 ⽇現在、N 国した⼈は 270 ⼈です。8W が´

( R し、⽇本での避難⽣活が´ ( R している` で、

ウクライナへのn 国をË ? する⼈、.0 n 国をする

⼈が8 しずつですが¦ えています。1 ⼈\ とりの;

Y は: なりますが、n 国のJK をc 9 と、本国にY

してきた家族がTˆ 、ウクライナの⾃“ や地域の現

; を知りたい、教C のs • をどのようにするか、在

> したままにな$ ている­ 事をどうするかË ' な

ければいけないという] がc かれます。 

そのような;Y の` 、ウクライナにn 国した⽅か

ら、• ⽉ 2 ⽇の~G 地域のB Â による” h をTˆ す

る連• をいた# きました。; からは、; たちはB 5

夫であること、そして愛知¼リアの” h の;Y を¤

えつつ、ウクライナのその⽅の;Y を! いました。

「ここはB 5 夫ですが、l になるとミ…イH 攻¹ の

t がc こえてきます。; が住D でいるとこ5 は、今

のとこ5 m¹ はな9 、そのことにO• しています。」

というk 事をいた# きました。 

この連• を9 # さ$ た⽅は、⽇本での⽣活は6 ƒ

ではあ$ たけれど、•̂ であり、­ 事や⽣活の今後

の# ⾏きが^ えないことからB きな1 6 を抱える

⽇ #々 $ たと⾔います。今は、⽇々ミ…イH のt は

c こえて9 るけれど、それで) •̂ や1 6 はな9 、

T は6 定しているそうです。 

難⺠への/ S 的なケアがDE であるということ

は知られてきてはいますが、h ーストラリアやd ナ

t のように- ンタH …H スの専⾨家が難⺠に¤ わ

る体* は⽇本にはま# ありま3 D 。jW や2 h 、Ø

h とい$ たJK から、! 動をm• な9 される⼈々

（9 ⾃発的! 住者）への- ンタH ケアは¢ E な課題

であるという認‰が§ がり、7 P で保S されてい9

ことをf みます。 

jW や2 h 、Øh から0 れて/ ⽇し、⾃国にF る

ことが' の: 7 にc i する難⺠の⼈たちは、⽇本で

難⺠³ • をしながら、1 6 定な;Y に[ かれていま

す。2022 年の⽇本に" ける難⺠³ • 者は 3E772 ⼈で

す。0 な国> はd ン¾˜ ア、スリランd 、トH コ、ミ

ャンU ー、T キスタンとな$ ています。（N ⼊国在留

±J² ウ¨© …イト 「  › N 年に" ける難⺠認定

者nZ について」） 

 

6 ⽉ 8 ⽇、⼊± 法Ÿ X¡ が˜ ƒ ž 本Pƒ でn Ë が

⾏われ、€ 成{n で~ Ë ・成⽴しました。この法¡

には、3 ¡ …の難⺠³ • をして) 難⺠認定がされな

い⼈は、「7 * 1 • 」の対¢ となりC る‘ 定がI り%

まれています。国連⼈) J 事P 特別Ä • の専⾨家か

らは、国„ ⼈) GR の観点から、± の$l 点につい

て、⽇本政府に対して対# をÀ ' るGB がN されて

います。（・M3 の例外的y ⽤のD & 保、・Ž 法o œ

のÃ ‚ 、・D ( - のM3 ( 間、・Ù ン・H_ ーH U ン

È p 、・ƒ J L [ 対¢ 者のe „ 、・( ど) の) [ ）国

連特別Ä • きを! " た⼊± 法Ÿ X¡ へのG B の発

N は、2021 年に• いてs d …です。 （難⺠_ H ー

ラK ウ¨© …イト ]ZZ^}{{ RX~¡=X¡~ ）̂ 

⽇本は 1981 年に難⺠; k に…† して" り、難⺠

受け⼊れの9 Y がある難⺠受け⼊れ国です。難⺠;

k には、難⺠の) [ や9 Y についての‘ 定があり、

特に± の: つは* ) ¢ E な‘ 定とされています。 

o ‡ 難⺠をGらの⽣' や⾃K がˆ‰ にさらされる"

それのある国へ7 * 的に¿ ‚ したり、n • さ3 ては

いけない（難⺠; kr 33 ; 、ŠÙ ン・H_ ーH U ン

È p ‹） 

: ‡Œ P³ • 国へ1 法⼊国しまた1 法にいることを

JK として、難⺠を• してはいけない（難⺠; kr

31 ; ） 

⽇本へ避難した難⺠の⼈たちの保P が保S され、

6 ƒ が確保され、その⼈がf ‹ ⼈⽣を⽣きることが

できる7 P になるようにと7 9 J います。  
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N ⼊国±J² によると、ウクライナ避難⺠⼊国者 n は、7 ⽉ 12 ⽇現在 2E465 ⼈、~G 地域では、愛知
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県は 110 ⼈、ª« 県は 14 ⼈、¬¢ 県は 1 ⼈です。

愛知の避難者n はn 名のX 動がありますが、ª« と

¬¢ の避難者n はX 動がありま3 D 。8 年、8W が

始ま$ たc 後 2022 年 3 ⽉、ƒ 国の避難⺠⼊国者n

は 351 ⼈、4 ⽉は 471 ⼈でした。Ž 々に⼊国者n は

Ú り、現在、2023 年 5 ⽉は 30 ⼈、6 ⽉は 16 ⼈とな

$ ています。このように、0 間の経) とと) に⼊国

者n はÚ $ ています。2022 年 3 ⽉N ⽉の0 点では:

a 間で発⾏されていた⽇本の•Ä （œÊ ）が、現在

は³ • をしてから: O ⽉L , かかるようにな$ て

きているという# ) c いています。 

8W が´ ( R し、避難⺠の⼊国;Y 、⽇本政府や

⺠間の受⼊れ、⽀援;Y はX R しています。⼊国後

1 年L , が経) する避難⺠の⽀援は、⽇本語学習⽀

援、就労定’ ⽀援のような定住⽀援にX R しつつあ

ります。よりご⾃\ のf ‹ ⽣活に’ t 9 た' 、国!

† 5 をf ‹ ⼈) N てきています。 

 

7 ⽉に⼊り、ウクライナから避難している⽅たち

を地域でQ えようZ と⾃治P の集P6 を• りてウ

¨Hd KT ー–¹ ーをCS 、開• しました。9 " は

その地域に避難しているウクライナの⽅たちと地

域住⺠の~ さD との%さな集まりをn えていまし

たが、CS から: a 間、あ$ という間につながりが

つながりをÛ 7 、地域の⾃治P の⽅たち、⽇本語教

1 の受. ⽣や…’ ーター、国„st 協P の€ ? やs

tu の€ ? の⽅たち、B 学の# ⽣たち、そしてあい

ち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワークの-

ンg ー) Ž わ$ て、£ ` 、O取りをしていたという

地域のかた) 「• やか# , 」と• きにきてそのまま

˜ Ž して9 # さり、v わ3 て 50 ⼈’ い地域の⼈た

ちで、ウクライナの~ さD を‘ Qする0 間になりま

した。 

「住D でいる地域に⽇本語教1 があるとは知らな

か$ たZ 」と、‹< ±a から⽇本語教1 に! うk ’

がs わされたり、ウクライナ避難⺠の⽅と€ I が同

" という住⺠からは「€ I で^ かけたZ 」とP# が

始ま$ たり、「ウクライナ語でこれは+ て⾔うのv 」

とÜ ¤ ウクライナ語教1 が始ま$ たりしました。£

` 、" • ⽣⽇を" “ いする…· ライI イ‰ント) あ

り、• やかでとて) 5 しい0 間でした。 

すでにつながりができている地域では、Mしい住

⺠を‘ QするI を‹ 5 うとn えた0 、すº に地域の

⼈たちが集まり、このようなI をつ9 ることが~V

なの# とO動しました。) ち5 D このような地域の

つながりは、た9 さD の: 労やB X なこと) 経験し

ながら住⺠が‹ り, - てきた) のでしょう。この‘

QT ー–¹ ーをきか$ けに、ウクライナの避難⺠の

⽅たちが、地域の^ 6 りがある` で、6 T して⽣活

ができるようになるようにとJ います。 

 

この7⽉にはア_ ' ニスタンS 避者114⼈が難⺠

に認定されました。これは、)¥ *B‘̄ での難⺠

の. ” 認定です。8 年 2022 年にはo 年間でこれま

でで* ) { い 202 ⼈が難⺠認定されて" り、⽇本の

難⺠の受け⼊れにX R が) たらされるのではない

かと( K をしています。地域7 P 、; たち市⺠のŠ

‰に) よいX R が⽣まれつつあることをO " なが

ら、地域で. R に) ごす0 間が¦ え、それ€ れが@

Œを& い、地域をd につ9 る¤¥ ができてい9 7 P

をo 現していきたいとJ います。 

  

"#$%&'( )*+,- ./012 34567* 8 -./0 =' 12 8 1 2 # ! "#"/ $ +& "' ()* ""+ ,- .

!

8 ⽉ 16 ⽇現在 2E486 ⼈（愛知県は 116 ⼈、ª«

県は 14 ⼈、ª« 県は 1 ⼈）のウクライナ避難⺠が

避難しています。地域と協同の研究センターは、あ

いち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワークに

˜ Ž をして、ウクライナ避難⺠の⽅K を⽀援してい

ます。 

あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワー

クは、愛知県を`T に、~G 地域のウクライナ避難

者を⽀援するた' に発⾜した市⺠活動団体です。

2022 年 2 ⽉ 24 ⽇に8W が始まり、ウクライナから

⼈々がr ] 各国に避難し始' ました。⽇本政府) ウ

クライナ避難⺠受⼊れを発表し、⺠間団体Z で) ;

Y•– や] 々な⽀援の動きがみられるようになり

ました。¤¥ 者の` で) œ学Å ⺠の¦ P をk えた連

携・協> のDE F が—ま$ て9 る` 、ウクライナを

は" ' y 外国から⽇本に避難して/ られた⽅々の

⽣活を⽀えるた' のネットワークとして、「あいち・

なごやウクライナ避難者⽀援ネットワーク（愛q {

¾H シe ネット）」が 5 ⽉ 11 ⽇に発⾜しました。 

 8W が始ま$ て 1 年A が経) していますが、愛知



 113 

県へ) $ ⽉、Mたにn 名の⽅が避難しています。あ

いち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワークで

は、Mたに/ られた⽅が6 T して⽣活ができるよう

にできる# け‹ 9 住5 、家ƒ 、家† を+ えるよう…

’ ートしています。また⽣活にDE な⽣活⽤H 、E

, 、そして4 H ) VW をして、避難⺠の⽅K の⽇.

⽣活の$ & を8 しで) Ú ら3 るように、市⺠の~ さ

D からの協ŒをÛ 7 かけています。8W が始ま$ た

c 後に< = て、ウクライナ避難⺠へのご⽀援やご協

ŒはÚ8 してきていますが、避難⺠の⽅K は避難⽣

活が´ ( R する` で、~ さD からのs • 的なご協Œ、

ご⽀援をDE としています。 

i 資は± のような) のがDE とされています。 

・4 H （+ i 、§ • 、e ーI など） 

・⽣活⽤H（hi ² hj > /k ² hj > * l . MS † •  

・家† （ _̂ U ・© レンt ー・T ンニーt ー） 

・E, （4×・5× …イI の4 Fi ） 

トラックのVW 、運† 、家ƒ 家† Z の運Æの" Ä ¤

いをいた# ける⽅) £ 集しています。ご協Œいた#

ける⽅はこちらの_ H ーK にご• ⼊9 # さい。 

現_ のŽ¢ の" n %みはこちらへ" ) いします。 

§ ⾏n %のIv  

§ ⾏名{ Z うちょ§ ⾏（_ – U¤ コード{ 9900）  

⽀º 名{ „ —˜ （[ ロJ e キュウ）º （º u { 089） 

» ¨ L , {9 ¨  » ¨ u j { 0215694 » ¨ 名{ レ

スキューストックヤード 

_ r n ‘ のIv   00810W7W215694 » ¨ 名{ レス

キューストックヤード 

あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワー

クでは、コア- ンg ーが$a のh ンライン定例Pƒ

や × Ã N E fH ー· で情報をd| しながら、. ⼈\

とりの;Y を•– し、DE とされる⽀援を⽇. 的に

⾏$ ています。また、受⼊れ⾃治体や国„st 協P 、

地域の⽇本語教1 を†‡ し、それ€ れの⾃治体のニ

ーI にv $ た情報VW をしたり、専⾨家による¶ ⾔

を受けられるようなI をh ンラインでž 定したり

するなど、⾃治体や地域と連携をした⽀援体* の}

’ を…%しています。また、イ‰ントを開• し、避

難者同Qのst のUP をつ9 るようにしています。

* ’ では“ での• ー+ （L ” ? _ t ン[ ウ( のP • ）

のM• ‹b や、s 学uB 学でのウクライナの4 ( レ

スリンf 選Ä のˆ 開– 習の^ 学を⾏いました。 

| $ © しにª うÄ ¤ いや家ƒ 家† の相‰、E, や

4• H のVW 、在留資格«M Ä • きの…’ ートなど

) ⾏$ ています。 

また、あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネッ

トワークでは$ ⽉ 1 ¡ h ンラインで「ウクライナ避

難者⽀援のた' の情報d| Pƒ 」を開• しています。

ウクライナ避難⺠の受け⼊れ⾃治体、7 P‚ L 協ƒ

P 、N ⼊国在留±J ª 、⽇本ウクライナQR 協P 、

⽀援団体、- À ¹ ア、地域の⽇本語教1 、⽀援する

個⼈Z が˜ Ž しています。$¡ 、愛知県と名古屋市、

⽇本ウクライナQR 協P から、現; や課題が報—さ

れます。˜ Ž 者は© レイクアウトH ーK で8 ⼈n に

5 かれて、それ€ れの⽀援活動の;Y 、ウクライナ

避難⺠の⽅K の;Y について# しv います。ウクラ

イナ避難⺠⽀援に¤T のある⽅はどなたで) ご˜

Ž いた# けます。ご˜ Ž ごgf の⽅はp• へご連•

9 # さい。 

E - ーH  WSXyVYzg X\VWYyT=Vy¡[=x  † # {  090W

5107W1135 

!

9 r L 0 s2̂ @ ' 7 L W: C : . \] p ; 1M1<N , O 1PQRS 11, - = !

 

N ⼊国±J² によると、ウクライナ避難⺠⼊国者

n は、D ⽉ 13 ⽇現在 2E503 ⼈2在留者n 2E092 ⼈3、

~G 地域では、愛知県は 117 ⼈、ª« 県は 14 ⼈、

¬¢ 県は 1 ⼈です。 

9 ⽉ 15 ⽇、S h のある⼈たちのd 同‹b6 がŽ l

する「きょうされD 」の研™でj› を– ーU に" #

するUP をいた# きました。⽇本ウクライナQR 協

P のÏ » リュドミラさD から、6 ⽉にウクライナ.

0 n 国されたときの] ( を、ƒ ¨ をs えて報—いた

# きました。až に⼊ž してするÄ ⾜をな9 してし

ま$ たOQたちに、⽇本からのŽ¢_ で" ^ Ç いの

" —( をT けた0 の] ( 、⽇本からR $ てい$ たイ

ンスタントスー· 、š t けf ッI を現地の⼈たちに

Ò す] ( を、ƒ ¨ をs えて" # しいた# きました。

· に› り8 9 …イレンの] ( を•Ý した動S ) v

w されました。¨ $ œなl に…イレンが› り8 き、

リュドミラさD は. ⼈どこに避難すればいいか)

わからず、なすす= がなか$ たそうです。またu 間

の· で…イレンが› り8 いている動S では、⼈々は

2 9 こと) 、0 - ること) な9 、! . ! りに⽣活し
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ている] ( がv しN され、…イレンが› ることが⽇

. R していることがわかりました。m¹ で˜ * され

てしま$ たÈ i や、˜ * された· にその後‚[ され

たまま、• 7 ついてしま$ た• が@み, - られてい

るƒ ¨ がvw されました。 

8W で˜ * されてしま$ た· は, にはF らない

こと、Ä ⾜を; われてしま$ た⼈たち) 、T にトラ

ウU を抱えた⼈たち) , のようにF ることはでき

ない、と" # しされました。 

ウクライナの¦ ž のZ しい¦® w. のƒ ¨ ) v

w いた# き、そこにはŸ になるた9 さD の+ o 、 

¡ がた9 さD とれるという  の¢ 、§ È をかけるう

さ_ のx がありました。本/ のウクライナのw. は

このように£ A かでZ しい⾃• があり、ウクライナ

の⼈たちは* b を`T にy やかな⽣活を1 $ てい

たとのこと。8W が始まるか) しれないというニュ

ースをc いたとき、リュドミラさD は「まさか本9

に8W が始まるなD て」とJ $ たそうです。「けれど

) o „ に8W は始ま$ てしまいました。8W によ$

て; われてしま$ た) のは, にはF ることはでき

ま3 D 。# から、~ さD 、今あるj› をB z にして

9 # さい」と" # されました。 

; からは、難⺠について# をしました。現在、j

W、¤ Œ、2 h 、⼈) 侵h によりÉ ™を¿ われた⼈

のn は)¥ *— となり、スーt ン、ア_ ' ニスタン、

ウクライナなど各地域で発⽣している: U がŽ わ

$ てそのn は¦ え• けています。7 * ! 住を7 いら

れた⼈たちはo Þ ⼈をk え、これはr ] の⼈» の

o Ñ をk えるn にあたります。⽇本に) { 9 の難⺠

が避難のた' / ⽇しています。⽇本は 1981 年に難

⺠; k を…† して" り、難⺠を保P する9 Y があり

ます。 

ウクライナ避難⺠受け⼊れでつ9 られた体* や

⺠間の⽀援を、{ 9 の難⺠の⼈たちのた' の) のに

する動きがÀ ' られています。これまで⽇本の難⺠

⽀援は9. に- 定的で、難⺠の⼈たちの⼈) は保Ê

されているとは⾔い難い;Y でした。難⺠; k に‘

定されている難⺠の) [ や9 Y の` で) 特に保S

されている) のとしてß 難⺠をG らの⽣' や⾃K

がˆ‰ にさらされる" それのある国へ7 * 的に¿

‚ したり、n • さ3 てはいけない（難⺠; kr 33 ; 、

ŠÙ ン・H_ ーH U ンÈ p ‹）à ŒP³ • 国へ1 法⼊

国しまた1 法にいることをJK として、難⺠を• し

てはいけない（難⺠; kr 31 ; ）というË まりが

あります。 

⽇本政府は、2020 年@に⽇本に避難した⽇本By

u € ? とその家族に¥ りk しn 国を| ¬ していた

ことが‡ 題にな$ ています。; ) ” n のア_ ' ニス

タンの⽅たちから、o ⼈ずつ個別にÛ 7 N され「⽇

本では⽣活ができない、‹ 9 ア_ ' ニスタンにn る

ように」と外Y š € ? から+ d ) n 国をJ されたと

c いています。⽇本政府のた' に> いていたことが

JK で、タリg ン政) に' を! われ、N 国A は$ ⽇

" るI6 をX えて0 - ていた⼈たちです。「n 国| ¬ 」

の› J は 9 ⽉ 14 ⽇に国P! で開かれたア_ ' ン難

⺠‡ 題の集P で) § # が¿• しましたが、外Y š は

「n 国は7 * はしていない」と<! を$ 定していま

す。（しかし、o „ 3 5 のo の⼈たちがその後ア_ '

ニスタンへn 国をしています。） 

ウクライナ⼈へVW されているˆ 営住“ のDE

VW や就€ ⽀援、⽇本語学習⽀援が、ア_ ' ニスタ

ンを始' 、; の難⺠の⼈たちへ) VW されるよう、

ƒ てを[ いて' からがら0 - てきた⼈たちが、[ ロ

からMしい⽣活を始' るにあたり、G本的な⼈) が

保S されるような7 P に8 しで) ’ t 9 ことを)

$ ています。ウクライナの⼈) 、ア_ ' ニスタンの

⼈) 、ミャンU ーの⼈) 、シリアの⼈) ~ 、同" 難

⺠です。 

!

XM 45 @; B . E,FGH ABJ t8CeueK cd; 1M1<N /MO 1PQRS 1<M- = !

 

ウクライナ避難⺠⼊国者n は、10 ⽉ 11 ⽇現在

2E523 ⼈となりました。~G 地域では、愛知県は 118

⼈、ª« 県は 14 ⼈、¬¢ 県は 1 ⼈です。 

~G 地域ではウクライナ避難⺠へのさま2 まな

⽀援が⾏われています。9 ⽉にはシャン[ ンコン…

ートへの0K があり、10 ⼈が˜ Ž をしました。コン

…ートでは避難⺠の⽅K は体を動かしたり、8 をt

したりしてŠ かれていたそうです。8W が始ま$ て

L/ 、t5 をŠ けな9 な$ てしま$ たという⽅) コ

ン…ートを5 し‹ ことができたと# されています。 

10 ⽉にはウクライナの5l g ンド%ーラのコン…

ートや、› z & のコン…ートへの0K がありました。

f ランT スからは…ッd ーのh v への0K があり

避難⺠ 16 名が˜ Ž しました。h vA には£_ 活動
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) ⾏い、その後、…ッd ーのh v 観8 を5 しみまし

た。（£_ 活動についてはf ランT スのウ¨© …イ

トに) A á されています） 

É âP 7 ニトリÁ ーH À ¹ ンf スは、ウクライナ

避難⺠へ$ ⽉ 8 B l （20 œ& s は 4 B l ）の⽣活ž

⽀援を開始し、避難⺠の⽅K の⽣活ž ⽀援³ し%み

のÄ • きが進D でいます。（• ­ はÉ âP 7 ニトリの

ウ¨© …イトにA á されています） 

コー· あいちは名古屋市の⽀援oÝ * d にoÝ

し、4 H のVW や家ƒ 家† のž 1 ⽀援をs • して⾏

な$ ています。 

あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワー

クの事Y6 が[ かれている名古屋市~ i にあるレ

スキュー・ストックヤードの事Y6 には定( 的にC

b や⽀援者から{ 9 のi 資や4• のŽ¢ がT けら

れています。 

 Ž¢ 、ご⽀援は WSXyVYzg X\VWYyT=Vy¡[=x へご連

• 9 # さい。 

現在、ニーI があるのは± の) のです。 

>Ok ² mNhi ² hj > * l . MS > Oi › x S M>

no > 2 ( 0Š /̀ M> Oi ›. ) S ~> –H‹8 *

S M#

> /m N -./01 "l ( – WPgWW O‚ p < »S

q S > rs #

> ( …N t ² u ­ v H ¿w@ S > * .e MP LM ¿w@

S > : SŠ w Sš .> —QR SŠ >& ( Š Mu xy > z

¬• > { uG > S •> | y } > $ A² hi Q~ 4 > / . ,

) S/ L . >̃ ™• #

> (TN $ V ™= Š» . ) >̀ S (. : . F > TU Š M

S (> š : À > ™* .>( : . € S > V . ‰S € S #

>̂ ?• N G‚² > G¤‹ ² > ‚ƒ• #

> | „ …N ' S M> …4 ~̃> OSM M. #

⽇本政府は、9 ⽉ 26 ⽇jW 地から0 れてきた⼈た

ちを「R 難⺠」として認定して受け⼊れる* d を 12

⽉ 1 ⽇に} ⾏すると¦ ƒË 定をしました。R 難⺠と

して認定されると「定住者」の在留資格が¢u され、

就労* - な9 > 9 ことができるようになります。「定

住者」の在留資格は⽇§ 3 r 、⽇本⼈ のˆŸ 者の

& 成年& ® のo ( などに認' られる在留資格で、在

留( - はありますが、6 定した\5 になります。 

これまで、⽇本の⼊± 法は難⺠の認定に¤ して、

2 h を受ける¨ れがある⼈に- 定して" り、jW 地

から0 れて9 る⼈は難⺠としての認定がなかなか

されず、国„ 的に) …¯ されていました。o” ⽉•

⽇に⾏われた法YB { ¦ ƒ 後• 者P^ では、「ウク

ライナからの避難⺠への⽀援に¤ するŸ› につい

て」の` で、「8 な9 と) ' が国では、ã c 的保P 対

¢ 者の* d をし$ かりと} ⾏してい$ て、そして⽀

援について) 、"" ‹ , 現在の難⺠の⽅々への⽀援

と同Fd の! 3 にする⽅向で¤¥ š ² と今›+ を

している」と¡ • がされています。2024 年 4 ⽉から

は、ã c 的保P 対¢ 者とその家族のた' の「定住⽀

援· ロf ラK 」が始まります。 

定住⽀援· ロf ラK は、⽇本語教C と⽣活' イt

ンスを組みv わ3 たd リキュラK にな$ て" り、N

O 5 のD b をß ⽇本語教C  O |: D b0 -  à

⽣活' イt ンス o:” D b0 - ⾏うことにな$

ています。⽇本語教C は、• ‹ 、G9 、c 9 、# す

のGb Œを' ばす、⽣活' イt ンスはMØや  ミN

しのH ーH 、医療、保7 、年_ 、¡ _ 、健康±J な

ど⽇本で⽣活するた' に@⽴つ* d や習) につい

てh 7 することができる、とされています。 

「ã c 的保P 」について「jW から0 れた⼈は、ã

c 的保P でなければ保P されないというのは、本/

の難⺠保P のあり⽅を° まえない、© $ た š̂ であ

り、難⺠として保P される= き⼈が保P される* d

が確⽴されることがDE である」というŠ^ ) あり、

ã c 的保P* d について( ¢ に^ てい9 DE があ

ります。 ñ{  

難⺠⽀援協P ウ¨© …イト 

]ZZ \̂}{{ SSS¡XzRWTzz¡=X¡~  ̂

N ⼊国在留±J² ウ¨© …イト 

]ZZ \̂}{{ SSS¡x =~¡T=¡~ {̂V\y{\W^^=XZ{RXz\[ {12)00122¡

]Zxw 

!

E,FGH ABg 8Zv8 wxy] 6 z{] L YZ C : ekZ; 1M1<N // O 1PQRS 1</ - = !

 

⽇本への避難⺠⼊国者n は、11 ⽉17 ⽇現在2E557

⼈です。ª« 県は 14 ⼈、¬¢ 県は 1 ⼈とX R はな

9 、愛知県は 126 ⼈となり、愛知県への避難、† ⼊

する⼈が* ¦ しています。（` で) 名古屋市への† ⼊

が¦ えています。） 

あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワー

クは、ウクライナ避難者の⽅たちのた' の¢ + ™s

tP と相‰P を開• しました。8W が´ ( R する`
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で、B X なJ いをされている避難者の⽅たちに8 し

で) Z $9 り) ごしていた# 9 0 間と? 間をVW

しようと、Á –H に¢ + をして、" „ いにst した

り、専⾨家に相‰をしたりできるUP を⽤Š しまし

た。 

 9 ⽇は避難者 74 ⼈とそのご家族 8 ⼈が˜ Ž され

ました。1 ⽇…は、s 学uB 学のご協Œをいた# き、

B 学のg スで名古屋から! 動して、Gに’ い±² 市

のÁ –H へ, ’ 。| 4 は、名古屋市から事b 受Ê を

している N P O 法⼈レスキューストックヤードの

Ë¦ E 表と名古屋市£ ² ¤ 市´ の}~ 、コー· あい

ちの- J 事´ の• ¥ で始まりました。4 事と‘ ‰の

あとは、避難⺠のみなさD が– 習をしてR 6 をされ

たv ¦ 。⽇本語の€ は「, を向いて7 こう」「Ÿ るさ

と」、そしてウクライナ語でのv ¦ が³́ されまし

た。* 後に、˜ Ž いた# いた避難⺠の⽅ 1 ⼈\ とり

が「ありがとう⽇本」「ありがとう名古屋」という-

ッセー˜ がGかれたd ードをR $ て、O• の%R ち

を表現して9 # さいました。 

2 ⽇…は‹ h から専⾨家や! x の⽅たちにご協Œ

をいた# き、相‰P を開• しました。専⾨家として、

医/ 、e P TJ Q、F =/ S ? 医、⽇本語教/ 、Ž

法GQ 、⾏政GQ 、œb d ウンセラー、名古屋N ⼊

国在留±J ª 、名古屋国„ センター（教C アドg イ

Ä ー、相‰? ）、名古屋市@6Z 、18 名が˜ Ž して、

避難⺠の⽅K の相‰に対応されました。 

相‰は事A にアンケートで確認をした相‰した

いこと、mりごとを+ J して、o ¡Ä • き、: ¡医療・

健康 3¡­ 事・⽣活、4¡( C て・教C 、5¡⽇本語習C  

のOつの– ー©H を⽤Š しました。各専⾨家がそれ

€ れの– ー©H に’ き、各– ー©H に 2 名の! x が

つきました。A A 1 0 間、後A 1 0 間の相‰0 間の

間には、名古屋N ⼊国在留±J ª から、12 ⽉に始ま

るã c 的保P 対¢ 者の認定* d （9 ）についてg 明

がありました。相‰P の間は、( ど) たちはB 学⽣

の¾ラン–¹ アの~ さD に|ä していた# いて「こ

ど) の国」で5 しい0 間を) ごしました。 

この¢ + ™のstP と相‰P は、~ ⽇本BÖØ の

避難者の⽅K へ¢ + ™stP と相‰P を開• した

経験が活かされました。ウクライナから避難⺠の⽅

K が/ ⽇して、⾃治体や市⺠団体やC b 、教C U¤

や市⺠からi 資や⽀援_ 、住5 のVW 、教C ⽀援が

されました。{ 9 の⼈のg Š がDE とする⼈へT け

られ、<> 的1 ( 間で‹ られたことは、⽇本7 P の

B きなA 進であ$ たとJ います。避難⺠への⽣活⽀

援は.̂ Mしい取り組みに) ^ えますが、このよう

に) < な受け⼊れの対応とその後に• 9 定住⽀援

が~V とな$ た8. には、これまでの{QR d ⽣に

向けた市⺠や⾏政の­ 組みや取り組み、そして{ ]

な¤¥ 者の¬ ™¤¥ 、連携の経験とその@み¢ , が

あ$ たから# と⾔えるでしょう。 

 

10 ⽉ 7 ⽇L e 、イスラ¼H と' Ä での3 Œµ ª が

• R 、' Ä では、1 B ⼈をこえる⼈の' が; われて

います。そのN Œが( ど) と) ⾔われています。Ü

0 の‚ 8 を) います。 

 

（9 ）「ã c 的保P 対¢ 者」とは、難⺠; k, の難⺠

L 外の者であ$ て、難⺠のE § のうち2 h を受ける

" それがあるJK が⼈L 、: 教、国> 、特定の7 P

的集団の} 成? であること@は政治的Š^ である

ことL 外のE § をs たす) のであり、ã c 的保P 対

¢ 者の認定Ä • とは、外国⼈がã c 的保P 対¢ 者に

U 9 するかどうかをo œしてË 定するÄ • です。（N

. { N ⼊国在留±J² Á ーK­ ー˜ ） 

  

<= [W > #$ |} L 2 e3ekZ; 1M1<N /1 O 1PQRS 1<1- = !

 

⽇本へのウクライナからの避難⺠⼊国者n は、12

⽉ 13 ⽇現在 2E574 ⼈です。N ⼊国±J² によると

愛知県 126 ⼈、ª« 県は 14 ⼈、¬¢ 県は 1 ⼈でX

R はありま3 D 。（愛知県は 12 ⽉ 1 ⽇現在愛知県へ

の避難⺠は 127 ⼈としています）。 

避難⽣活) ´ ( R して" り、あいち・なごやウク

ライナ避難者⽀援ネットワークにŽ 3 られる相‰

) 、až 受ƒ の同⾏（¨ ? 、« / ? 、! ? 、+ 形外

? ）、就労、⽇本語学習、š 0 の‹ 成や@6 での健康

保7 のÄ • きZ 、⽇々の⽣活に¤ 連することが{ 9

Ž 3 られています。. ⽅で、避難⺠の⽅K が集ま$

てv ¦ の– 習をしたり、yz をしながら集うI ) s

• されて⾏われたりして" り、´ ( R する避難⽣活

を" „ いj ましv いながら、1 $ ていら$ しN いま

す。 

12 ⽉ 1 ⽇から法Y š によるã c 的保P の認定*
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d が始まり、³ • の受¢ が始まりました。あいち・

なごやウクライナ⽀援ネットワークでは、このMし

い* d が始まるにあた$ て、ã c 的保P についての

学習P をh ンラインで開• し、このMしい* d につ

いてのJš を¾' ました。ã c 的保P とは「難⺠;

k, の難⺠にはU 9 しないが、国„ 保P をDE とす

る者を保P し、かつ、そのような者に国! 法, の地

9 を¢u する法的¬ 組み」です。このã c 的保P は、

ウクライナ避難⺠を想定した* d といわれて" り、

ア_ ' ニスタンやミャンU ー、スーt ンなど、ウク

ライナL 外のjW 地域から避難してきている⼈た

ちが対¢ となるのかどうかは明確にはな$ ていま

3 D 。 

ã c 的保P の対¢ 者として認定されると（9 o ）、

難⺠と認定された⼈と同" ように「定住者」（9 2）

の在留資格で在留することができ、gf 者する⼈は、

2023 年 4 ⽉から始まる「定住⽀援· ロf ラK 」とい

う⽀援· ロf ラK を受けることができるようにな

ります。このMし9 始まる· ロf ラK は、⽇本語の

習C や⽇. ⽣活のH ーH を学7 、⽇本で6 定した⽣

活を1 ることができるようになることを…的とし

た) のです。 

N ⼊国在留±J² のÁ ーK­ ー˜ によると、定住

⽀援· ロf ラK は、ß ⽇本語教C（O|: D b0 - ）

と、⽣活' イt ンス（o:” D b0 - ）のå • D :

D b0 - （o D b0 - © NO 5 ）のコースで} 成さ

れて" り、⽇` にD b を⾏うA 年コース（A (Ì 後

( ）か、| ⽅L e にD b を⾏うo 年コースを選' こ

とができるとされています。ß の⽇本語教C では、

⽣活のGb となる⽇本語V Œの習C を…• に、⽣活

にc i するoÍ 的な⽇本語を学' 、とされて" り、

à の⽣活' イt ンスでは、MØや避難の­ ⽅、  ミ

N しのH ーH 、法  1 6 や7 P 保S * d 、¡ * 、健

康±J など⽇本の⽣活にDE な知‰や* d を学' 、

とされています。 

N ⼊国±J² からは、ã c 的保P の* d が開始す

るA に、. ⼈\ とりのウクライナ避難⺠へ、_ 1 で

ã c 的保P の³ • ⽤Å が1 ¢ され、• ⼊⽅法、• ⼊

例がウクライナ語でœされたg 明) ‡ 3 てT きま

した。これまで) 在留資格の«M がDE な0 ( に、

«M Ä • きがDE な2 が、. ⼈\ とりに_ 1 で! 知

がT けられました。在留外国⼈に対して在留資格の

³ • Ä • きについて、このような対応がされたこと

は" ' てのことでS( 的な取り組みと⾔えます。在

留資格の³ •G を⼊± から1 ¢ される形で⼊Ä す

ることができ、³ • ・«M Ä • きの⽅法が、その⼈

がわかる⾔語でg 明がされるという取り組みが、ウ

クライナ避難⺠にとどまることな9 、今後) § が$

てい9 ようにとJ います。 

 

9 1}「ã c 的保P 対¢ 者」とは、難⺠; k, の難⺠

L 外の者であ$ て、難⺠のE § のうち2 h を受ける

" それがあるJK が⼈L 、: 教、国> 、特定の7 P

的集団の} 成? であること@は政治的Š^ である

ことL 外のE § をs たす) のであり、ã c 的保P 対

¢ 者の認定Ä • とは、外国⼈がã c 的保P 対¢ 者に

U 9 するかどうかをo œしてË 定するÄ • です。 

（N . { N ⼊国在留±J² Á ーK­ ー˜ ） 

9 2}「定住者」の在留資格は、就労の* - がな9 、

学Î や€Î などの専⾨的知‰や•m を;§ とする

ことな9 、⽇本に在留することができる在留資格で

す。 

ñ 資•  

N ⼊国在留±J² Á ーK­ ー˜  

認定 N P O 法⼈難⺠⽀援協P Á ーK­ ー˜  

  

?@ ~ A/ [' B [ CD \ @; B . l• [ K ' G) FG9 I = ] E ; 1M1oN / O 1PQRS 1<<- = !

  

⽇本への避難⺠⼊国者n は、1 ⽉ 11 ⽇現在 2E557

⼈です。ª« 県は 15 ⼈で. ⼈¦ え、愛知県は 122 ⼈

で 12 ⽉から 5 ⼈Ú8 しました。¬¢ 県は 1 ⼈とX

R はありま3 D 。 

1 ⽉ 1 ⽇に4 きたV o A Ç 地Öでは、愛知県, 3

) B き9 4 れました。あいち・なごやウクライナ避

難者⽀援ネットワークの事Y ª では、すº に~G ¼

リアにB らす避難⺠の⽅K のD 事を確認しました。

ウクライナでは地Öを経験することがないた' 、—

いJ いをされた⽅) { か$ たのですが、”Ø 地のこ

とを¡ " る] や、⾃5 たちに) + かできることがな

いかという] がT きました。同ネットワーク事Y ª

をにな$ ている NPO 法⼈レスキューストックヤー

ドでは、3 連¶ の 1 ⽉ 6k 8 ⽇に· C £_ を⾏いま

したが、N い` 、7 名のウクライナ避難⺠の⽅が「よ

5 し9 " , がいします」「ありがとうご2 います」と
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] をN して£_ 活動に˜ Ž して9 # さいました。 

「Øh ・jW Z ⼈道的µX0 に" ける/ S 保健・T

J 7 P 的⽀援に¤ する Ã Â S •  2ÃYZzXWÂTzY[V 

SZyY>VYT • =xxV ZZzz）' イドライン」という国„ 的

な%• があります。ÃÂS• ' イドラインG 本È p の

o つでは「”Ø したƒ ての⼈7 との⼈) をJ 進し、

⼈) 侵h のリスクが—い; 2  にある個⼈" よ7 ⼈

7 とを保P す= きである⽀援者は、/ S 保健・TJ

7 P 的⽀援の· 在とアクセス2その⽀援をo „ に[

⽤できること3に¤ し、ニーI にGt き、̃̈ ンt ー、

年* 、⾔語集団、⺠族、コミュニ–¹ の5 け¸ てな

9 、”Ø した⼈7 との間のˆ jF を*B - に—' る

ことを…%さなければならない。」とされています。

jW や2 h 、⼈) 侵h 、⾃• Øh や%ÏX 動による

./X R によ$ て! 動を7 いられる⼈たちの9 ⾃

発的な! 動は「7 * ! 住」とÛ ばれますが、! 動を

7 いられて7 * ! 住をした⼈たちの{ 9 は、{ 9 を

B い、Mしいš 地で、+ ) ないとこ5 から住5 、­

事、⼈のつながりを‹ $ ていかなければなりま3 D 。

7 * ! 住による/ S 的$ $ はとて) B きいた' 、…

’ ート、- ンタH ケア) ¢ E です。避難は、n 年の

Iv ) あれば、n ( 年に) わた$ て• き、! 住# に

定住するIv ) { 9 あります。⾔語やQR の½い、

* d 的: 別やS ‰、7 P 的、政治的、経= 的5 t 、

それらに4 „ するT と体の健康の‡ 題にc b する

ことがよ9 あります。 

) うo つr ] 保健U¤ （W æ O）がN している'

イドラインに「TJ 的応X e [ （…イコロ d̃H ・

_ i ースト¼イド{ P … Â）」があります。これは”

Ø 者や¾¿ な/ S 的:- を抱える⼈に対してどの

ような⾔® をかけ、どのような⾏動を取ればその⼈

の⽀えとなるのか、という⽀援にDE なÄ| きです。

P … Â には、<! をR $ て⽀援するた' には、± の

N 点がB z とされています。ß 6 ƒ ・= ^ ・) [ を

= ¢ する à 相Ä のQR をnf して、それにv わ3

て⾏動する（EQ 、⾔語、F 別や年* 、Œ¤¥ 、\

体にr れる習) 、¬ l 、: 教）ç その; のµ X 対応

° を•– する 6 ⾃5 ⾃\ のケアを⾏う 

また活動È p には、± の３つのことがB z とされ

ています。相Ä をよ9 「^ る」à よ9 「c 9 」（Ž り

そう）ç 「つなº 」（ニーI がs たされるようにÄ¶

けする、情報VW 、⽀援とi 7 つける）。「つなº 」

とは、その;Y に対してその⼈⾃\ がコントローH

するŒを取りF 3 るようにÄ¶ けをすること。この

` にX しい情報をC ることの¢ E F ) N てきます。

Øh 0 にè z な対応をå S するには、コミュニ–¹

の資源のF Ÿ と、”Ø 者がそれらを[ ⽤できるd v

いを•– することが¢ E であり、⼈) と= ^ の= ¢ 、

” ⽀援者を5 ? しないこと、本⼈の⾃¶Œ を—' 、

本⼈と, ˜ の7 P との¤¥F を—' ることで、地域

のd ¶Œ を—' るた' の⽀援がB z であるとされ

ています。 

V o A Ç 地Ö が4 きた† Ï 県の在住外国⼈は

18E302 ⼈（2023 年 6 ⽉現在）でこの 10 年で 1¡6 q

に¦ えています。（† Ï 県⼈» は 1E114E791 ⼈）† Ï

県で> 9 外国⼈労> 者は 1 B 1450 ⼈（2022 年 10

⽉Ð 現在）で、国> 別では、‰トナK が* ) { 9 4321

⼈とƒ 体の 3 5 の 1 L , を­ ' ています。⽇本‰ト

ナK £z 協P によると、† Ï 県で”Ø した‰トナK

⼈からは「‚ † でN 9 て] „ に9 るま$ ている、0

) Óま$ ている。」「避難6 でのコミュニケーション

でm$ ている。インターネットがy えないのでスU

Á の⾃動wxU V をy うことができない。」「‚ † で

スUÁ のÐ † できない」「i 資VW のI6 がn す_

て取りに⾏けない」「0 や4 = i がない。† %はy え

て¼アコンはy える」「­ 事がな9 なり、M⼊が£ ;

えるのではないかと1 6 。本国に1 _ ができな9 な

る」などの] がT いているそうです。 

  

-D ^ ~K F A E,FGH ABgcd €+*•), 8 T 3 U 9 I = 8 ] _ ; 1M1oN 1O 1PQRS 1<o- = !

  

N ⼊国±J² によると、ウクライナ避難⺠受⼊れ

n は、2 ⽉ 14 ⽇現在 2E593 ⼈、在留者n は 2E098 ⼈

です。M4 別ではMF が 737 ⼈、4 F が 1E856 ⼈、

年E 別では 18 œ& s が 440 ⼈、18 œL , 61 œ&

s が 1E796 ⼈、61 œL , が 357 ⼈です。~G 地域で

は、愛知県は 122 ⼈、ª« 県は 15 ⼈、¬¢ 県は 1

⼈です。 

あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワー

クでは、$ ⽉R で) ˜ Ž ができる情報d| Pƒ をh

ンラインで開• しています。r 21 ¡ は 2 ⽉ 22 ⽇

（Ÿ ）に開• します。ウクライナで8W が始まり 2

⽉ 24 ⽇で 2 年になることから、今¡ は⽇本に避難

されている⽅たちから、ウクライナ現地の;Y 、避

難⽣活の´ ( R でO " ているJ いなどについて#
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していた# きます。また、† Ï 県でウクライナ避難

者⽀援活動をされている「NPO 法⼈ ÑOé WÃ」から

の活動報—がされます。どなたで) ご˜ Ž いた# け

ますので= \ ご˜ Ž 9 # さい。（˜ Ž のご連• はこ

ちらへ" ) いします。WSXyVYzg X\VWYyT=Vy¡[=x  r

22 ¡ 情報d| Pƒ は 3 ⽉ 27 ⽇（0 ）18}30k 20}00

に開• をÒ定しています。） 

また、あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネット

ワークでは、コア- ンg ーが$a 1 ¡ h ンラインで

定( ミー–¹ ンf を) ち、情報sÁ 、ウクライナか

ら避難されている⽅K の;Y を確認し、課題のšË

に向けてŠ ŝÁZ を⾏$ ています。# ⽇の定( ミ

ー–¹ ンf では、事Y ª よりo つの取り組みがvw

されました。 

名古屋市! に避難している⼈たちの{ 9 は名古

屋市営住“ に⼊5 をして" り、⽀援ネットワークの

事Y ª スタッ_ が、Mたに† ⼊した⼈たちの† ⼊Ä

• き、| $ © しƒ• を…’ ートしています。DE な

家ƒ ・家† などの運Æはコー· あいちの協Œで⾏わ

れています。 

事Y ª のスタッ_ から、| $ © しのÄˆ が‘ わり、

ウクライナの⽅がその市営住“ の団地で⽣活を始

' る0 にしている取り組みとして、その団地の⾃治

P´ にc < " P いして、ウクライナから避難してき

た⼈が⼊5 をすることを¤ え、本⼈をvw するよう

にしていること、そして地Öが4 きた0 に避難する

避難6 ) きちD と¤ える] にしていると報—がさ

れました。 

⾃治P など、地域の⼈に、Mたにどのような⼈が

† ⼊するかを知$ ていた# 9 こと、地Öや⾃• Øh

の経験がない地域から/ ている⼈に、Øh が4 きた

ときにどのように⾏動するかを事A に¤ えて"9

ことはとて) B z ですが、この] な取り組みは、.

• 的に⾏われているとはいえま3 D 。 

V o A Ç 地Öの後、; が地域でNP うG外N\ の

⼈たちに、避難6 について知$ ているかと® , たと

こ5 、避難6 という⾔® を" ' てc いた、そのよう

なI6 があることを知らなか$ たという⼈がた9

さD いました。⾃治P という組織について) c いた

ことがないという⼈がOとD ど、⾃治P´ がR かを

知$ ている⼈) いま3 D でした。 

ウクライナの⽅K の受け⼊れの取り組みは、国や

7 P の⽀援があるからこそ~V とな$ ていますが、

今後G 外から{ ] な8. をR つ⼈たちを受け⼊れ

る„ にDE となる知^ が@み, - られているとい

えるでしょう。 

 研究センターでは、2021 年から、名古屋難⺠⽀援

1 、ア˜ ア¾ラン–¹ アネットワーク~G とd に難

⺠4• ⽀援と難⺠について「学7 語りv うP 」を定

( 的に⾏$ ています。±¡ の「学7 語りv うP 」（3

⽉ 30 ⽇に開• ）では、難⺠4• ⽀援で4• を" 1

りしたことがあるロL ン‡ ャ難⺠の⽅から" # を

c きます。⽇本に避難してから、16 年間かけてよう

や9 難⺠認定が認' られたミャンU ーの8n ⺠族

の⽅です。どなたで) ご˜ Ž いた# けます。  

!

E,FGH ABJ 8 9 KCL8 ( ; 1M1oN oO 1PQRS K 1<" - = !

 

N ⼊国±J² によると、ウクライナ避難⺠受⼊れ

n は 3 ⽉ 31 ⽇現在 2E606 ⼈、在留者n は 2E098 ⼈

（2 ⽉から 16 ⼈Ú8 ）です。M4 別ではMF が 743

⼈、4 F が 1E863 ⼈、年E 別では 18 œ& s が 438

⼈、18 œL , 61 œ& s が 1E809 ⼈、61 œL , が

359 ⼈です。~G 地域では、愛知県は 122 ⼈、ª«

県は 14 ⼈、¬¢ 県は 1 ⼈、~Ì は 612 ⼈、BÍ は

144 ⼈です。愛知県にB らす⼈のn には現れてはい

ま3 D が、†N （N 国）した⼈、† ⼊した⼈が" り、

o „ にはX R があります。 

在留する⼈のn のÚ8 にはさま2 まなJK があ

りますが、そのo つがM学年が始まるタイミンf や

進学のタイミンf でN 国をË ? した( ど) やq 者

とその家族です。教C やキャリアをどうするかª い

ながら) : 7 を¹ 知で本国へのn 国をË ? したり、

r ¬ 国を選択したりする⼈) います。⽇本での避難

⽣活をs • しながら、h ンラインによる本国での教

C をs • する⼈、⽇本のˆ ⽴学& に! う⼈など] 々

です。 

2 ⽉ 24 ⽇、8W が始ま$ て 2 年という« …の⽇

には、ƒ 国各地でÀÓ ⾏進が" こなわれました。名

古屋で) ÀÓ ⾏進が⾏われ、k 200 ⼈が˜ Ž をしま

した。l には名古屋– レ• 7 （`¸ † Œ º ÃÔÂÃ 

»OWEÔ）でウクライナのた' のe ャリ–¹ コン…

ートが⾏われ、Š¼ B 学、_ } 学ž B 学、名古屋学

ž B 学の8 € 9 と、v ¦ 団: 集; 、そしてウクライ
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ナ避難⺠ 9 名が˜ Ž をしてÉ ™を€ いました。 

あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワー

クでは避難者のみなさD が集ま$ て⾏$ ているv

¦ の– 習I6 をVW したり、~ ⽇本BÖØ の避難者

の⽅たちとv 同で⾏$ ているT ッe ワークのP を

定( 的に• すZ して、避難者の⽅たちが⽇. 的なつ

ながりをR ち、st するUP をつ9$ ています。避

難⽣活が´ ( R し、定住が進‹ ` で、避難者の⽅た

ちが7 P から• ⽴をすることのないようにという

J いからです。 

N ⽉Ok • ⽇には、愛知に避難している 8 名のウ

クライナ避難⺠の⽅たちがV o A Ç のˆ0 市にあ

る< ž 住“ を†‡ しました。地Öで”Ø された⽅た

ちへウクライナ•J のX きN しを⾏い、Ä‹ りの¾

H シe をVW しました。 0̂ の”Ø された⽅たちに

B X e ばれたそうです。 0̂ 市への! 動は• # $ た

た' 、定? に- りがあり、gf されたウクライナ避

難⺠ƒ ての⽅の˜ Ž はかないま3 D でしたが、”Ø

された⽅たちのた' に、とた9 さD のÄ‹ りクッキ

ーをu いて9 # さ$ た⽅) いました。この0 の] (

は、⽇本ウクライナQR 協P の …y[ zU==S ­ ー˜ に

vw されています。 

 

あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワー

クでは、ウクライナ避難⺠⽀援に¤ わる⼈や組織を

! して、難⺠⽀援のƒ• に⽣かしてい9 ことを…%

しています。個別⽀援をs • しながら、5 住する⾃

治体、地域の⽀援団体や⽀援者との¤ わりを7 ' 、

⽇本に避難されている難⺠の⽅たちの⽣活GÕ を

6 定さ3 る…’ ート体* を‹ $ ていきます。 

コー· あいちで) 難⺠8. のある⽅のˆ ⽤がË

まり、- Y 開始に向けてR 6 を進' ているとこ5 で

す。今後、; たちの地域や€ I で) 難⺠8. のある

⼈たちとd に> き、同" 地域でB らすというUP は

確o に¦ えていきます。すでに( ど) たちの間では、

d に学D # り‰D # りという⽇. が§ が$ ています。

¶ けv い⽀えv うことをどうoÍ しながら7 P を

つ9$ てい9 のか、; たち. ⼈\ とりの想いと¤ わ

り、知‰とJ n を¾' ることがDE にな$ ています。 

地域と協同の研究センターでは 2021 年から、名

古屋難⺠⽀援1 、ア˜ ア¾ラン–¹ アネットワーク

~G とd に「難⺠4• ⽀援」に取り組D でいます。

「学7 語りあうP 」では難⺠の⼈たちと. R に学7

語りv うことをs • しています。{ 9 の⼈たちから

Ž¢ していた# 9 4• の発1 ‹b ) 難⺠の⽅たち

と. R に⾏$ ています。±¡ の学7 語りv うP は 5

⽉ 25 ⽇（š ）の¬ 後、4• の発1 は 7 ⽉ 7 ⽇（š ）

の¬ A に開• します。難⺠の⼈たちと. R に語りv

いながら、. R に地域7 P を‹ $ てい9 ことをn え

るUP として、{ 9 の⽅にご˜ Ž いた# けたらY し

いです。 

5 ⽉ 15 ⽇には名古屋¯ A にウクライナ•J レス

トラン「˜ ート」がh ー· ンします。名古屋では"

' てのウクライナ•J レストランです。ウクライナ

•J レストラン「˜ ート」の情報はインスタf ラK

から発¬ されています。 

! !
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#$%&' ! ! ‚ƒ̀ „a …G)( 3 9 4 ) XM !

 住6      453W0041 名古屋市` 村i 本° ! 5W6W1 地域資源´ 屋なか‹ ら 2 •  

 連• #   † #   070W8488W0758 

 

#$%&' ! ! 45 6 7 0 8 12 3 9 4 ) !

 住6      465W0021 名古屋市ê Li => ! 1W39 ⽣協⽣活QRPu 3 •  

 連• #   † #  052W781W8280 

 

#$%&' ! ! † H q IJ G…K d L̀ ‡ !

 住6    460W0012 名古屋市` i êE ¦ 5W11W33 S»  P×Â?Â »Sé Ôé º ÂÃ 本u 5 • ­ j 1  

 連• #   † #  052W228W6813（⽉・0 ・_ ） 

 

#$%&' ! ! ˆ‰ŠBJcd‹ !

 住6    460W0002 名古屋市` i Š の! 2W1W30 Š の! h_¹ ス_ H ーラK 601 

 連• #    † #  070W5444W1725 

 

#$ #$%&' ! %( &' )(*+, ( ) ) !

 住6    461W0001 名古屋市~ iÖ 1½13½34 名È 協: •  

 連• #   † #  052½253½7550 
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あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワーク「報—とV ⾔」 

発⾏⽇{ 2025 年 3 ⽉ 21 ⽇ 

発⾏{ あいち・なごやウクライナ避難者⽀援ネットワーク 

住6 { 名古屋市~ iÖ o½ 13½34 名È 協: •  

N 集{ Ž « @(  × 村Ì(  ¾¦ Z う 向ØÙ  

本± ( は⽇本財団の¶ 成を活⽤しています。 


